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○議事日程（第２号） 

  平成 29年３月６日  午前 10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程 

  議案第１号 平成 28年度内灘町一般会計補正予算（第６号）から 

  議案第 21号 内灘町道路線の変更についてまで 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ７番 恩 道 正 博 

   ４番 太 田 臣 宣 

   ２番 磯 貝 幸 博 

   ６番 藤 井 良 信 

   ８番 北 川 悦 子 

   １番 米 田 一 香 

   ３番 七 田 満 男 

   10番 清 水 文 雄 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前 10時 00分開議 

    ○開   議 

○議長【生田勇人君】 皆様、おはようござ

います。 

 傍聴席の皆様には、早朝より本会議場にお

越しをいただき、まことにご苦労さまでござ

います。 

 本日は、町政に対する一般質問の日です。 

 初めに、傍聴の皆様にお願い申し上げます。 

 本会議場では、携帯電話を鳴らすことのな

いようにご協力をお願いします。 

 また、議員が質問している際は、静粛にし

ていただき、立ち歩いたり退席しないよう、

お願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、13 名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【生田勇人君】 本日の会議に説明の

ため出席をしている者は、２日の会議に配付

の説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【生田勇人君】 日程第１、議案第１

号平成 28年度内灘町一般会計補正予算（第６

号）から議案第 21号内灘町道路線の変更につ

いてまでの 21 議案を一括して議題といたし

ます。 
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   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質疑の省略 

○議長【生田勇人君】 各議案に対する提案

理由の説明は、既に聴取しております。 

 なお、提出議案に対する質疑については、

昨日までに質疑の通告がありませんでしたの

で、質疑なしとして質疑を省略いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【生田勇人君】 お諮りいたします。

ただいま議題となっております議案第１号平

成 28年度内灘町一般会計補正予算（第６号）

から議案第 21 号内灘町道路線の変更につい

てまでの 21議案については、お手元に配付し

てあります議案付託表のとおり所管の各常任

委員会に付託いたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【生田勇人君】 ご異議なしと認めま

す。よって、各議案は議案付託表のとおり所

管の各常任委員会に付託することに決定いた

しました。 

 次に、今３月会議までに受理いたしました

請願第 14 号指定給水装置工事事業者制度に

更新制の導入を求める意見書の提出を求める

請願書については、お手元に配付の請願・陳

情文書表のとおり、所管の総務産業建設常任

委員会に付託いたしますので審査願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【生田勇人君】 日程第２、これより

町政に対する一般質問を行います。 

 質問時間は、１人 30分以内ですので、時間

内にまとめるようお願いいたします。５分前

に呼び鈴で合図をいたしますのでご容赦願い

ます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ７番、恩道正博議員。 

   〔７番 恩道正博君 登壇〕 

○７番【恩道正博君】 皆様、おはようござ

います。議席７番、恩道正博です。 

 平成 29 年３月会議に質問の機会をいただ

きました。通告に従いまして一問一答方式で

質問を行います。 

 今回、質問は大きく平成 29年度予算につい

て、もう一つは子育て支援についてお伺いを

いたします。 

 まず、質問の前に、自然災害について一言

申し上げたいと思います。 

 能登半島地震から 10年、東日本大震災から

間もなく６年になろうとしております。東日

本大震災における被害の甚大さは、地震に加

え、これまでに誰もが体験したことのない大

津波の襲来による壊滅的な被害でありまし

た。今も 12万 3,000人を超える人たちが全国

で避難生活を続けております。このうち、岩

手、宮城、福島の被災３県では今も仮設住宅

に３万 5,500 人が暮らし、災害公営住宅２万

9,000 戸の計画に対する完成率が 77％、自力

再建用の宅地整備は計画の 60％にとどまって

いる。住宅の全壊が 12万戸だった東日本大震

災では、津波対策で土地をかさ上げする大規

模工事が必要なことが災害公営住宅、再建用

宅地整備のおくれとなっているとの新聞報道

がありました。避難生活の長期化に伴い、被

災者の心身のケア、コミュニティ形成の生き

がいづくりの支援など、被災者支援がますま

す重要な課題となっております。 

 昨年を振り返りますと、熊本地方を震源と

する地震が４月 14日に発生し、熊本県益城町

で最大震度７を記録。その 28時間後にも震度

７の地震が発生しております。さらに余震の

規模と長期化も異例で、地震回数は内陸型地

震では 1995年以降で最多となっております。 

 次に岩手県では、台風 10号の影響で岩泉町

では８月 30 日夕方から夜にかけて１時間に

70.5ミリ、33時間では 138ミリの雤量となり、

その岩泉町では高齢者施設の近くを流れる小

本川が氾濫し、施設内に水が流れ込み、入居

者９人全員が亡くなっております。 
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 北海道では、８月 17 日から 23 日の１週間

に３つの台風が上陸し、十勝、日高、オホー

ツク地方など広範囲に被害をもたらしまし

た。ＪＲ北海道の各線で路線網が寸断され、

十勝地方に通じる各国道が通行どめとなり、

一時は十勝地方が孤立状態になっておりま

す。一連の台風によるインフラや農業などの

被害総額が 3,000 億円近くにも上ったことが

北海道と国土交通省の集計で明らかになって

おります。 

 こうしたことで、近年、日本各地で地震や

台風、異常気象による局地的大雤などにより、

河川の氾濫により家屋の倒壊など自然災害が

頻発し、大きな被害が発生しております。自

然災害は避けられないが、尐しでも人的、物

的被害を軽減する減災が重要な時代を迎えて

いるのであります。 

 今月完成します展望温泉ほのぼの湯１階に

は、災害時の防災拠点として防災訓練や防災

士の育成、防災研修会などに利用し、交流の

場所として期待ができるほか、また大根布地

区にも防災拠点とした自家発電設備を備えた

地域防災センターの完成、２月には内灘町消

防団第４分団格納庫が整備され、地域の防災

力のさらなる強化、充实が図られることで、

災害に対する内灘町の減災・防災、そして安

全・安心につながるものと確信をしておりま

す。 

 それでは、質問の１点目ですが、平成 29年

度予算についてお伺いをいたします。 

 平成 29年度当初予算案は、一般会計で対前

年度比 0.7％増の 106億円となっております。

昨年、28年度当初予算は、白帄台小学校の建

設工事費、福祉センター整備事業や地域防災

センターの建設などの大型事業が含まれてい

たわけですが、予算規模では前年度と同額に

近いものとなっております。 

 川口町政２期目の最初の年となります平成

29年度当初予算の編成に当たり、その基本方

針をまずお伺いをいたします。 

○議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆様、おはようござ

います。 

 日に日に春が近づいておりますが、朝晩ま

だ寒い日が続いております。皆様におかれま

しては、健康管理に十二分に留意していただ

きたいと思っております。 

 それでは、恩道議員のご質問にお答えいた

します。 

 平成 29年度当初予算につきましては、第亓

次内灘町総合計画及び内灘町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略に基づき、子育て環境の充

实による定住促進や観光振興と交流人口拡大

のための事業に重点を置き、町総合計画に掲

げた町の将来像实現に向け予算を編成いたし

ました。また、白帄台小学校の建設や、（仮

称）白帄台インターチェンジ整備事業など北

部開発関連事業の着实な推進を図るため、予

算を重点的に配分をいたしました。 

 予算編成に際しましては、高齢化の進展に

よる社会保障費の増加など今後も厳しい財政

状況が見込まれることから、限られた財源の

中で、選択と集中により真に必要な事務事業

を選択し、効率的な財政運営を实施していく

ことが将来の安定した行政サービスにつなが

っていくものと考えております。 

 平成 29年度は、学校、公民館などの教育施

設のほか、消雪施設や道路新設改良事業など

のインフラ整備の推進により、一般会計の予

算総額は前年度に引き続き 100 億円を超える

予算となっております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 ありがとうございま

す。 

 次に、もう一つ質問させていただきます。 

 今、答弁の中にありました内灘町人口ビジ

ョン、それとか第亓次内灘町総合計画があり

ますが、今日の人口減尐時代の克服に向け、
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平成 27 年 10 月に策定されました内灘町人口

ビジョン、そして内灘町まち・ひと・しごと

創生総合戦略を踏まえ、28年３月には平成 28

年度から 10 年間の計画期間を定めた第亓次

内灘町総合計画が策定されました。 

 その基本構想の中に「安全安心」「定住促

進」「北部開発」「健康増進」「賑わい創出」

の５つの重点プロジェクトがうたわれており

ます。その計画の施策を推進するに当たり、

本町の財政状況のもとに財政健全化を図りな

がら長期の財政運営が見込まれるわけであり

ますが、今後の財政運営についてお伺いをい

たします。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 町では、総合計画に掲げた将来像「ひと・

まち・海が輝き 笑顔あふれる都市 うちな

だ」の实現に向け、平成 28年度から「安全安

心」「定住促進」「北部開発」「健康増進」

「賑わい創出」の５つの重点プロジェクトを

進めております。平成 29年度は５つの重点プ

ロジェクトについて、平成 28年度の事業を継

承しながらも、さらに各種施策の推進を図っ

てまいります。 

 １点目の「安全安心」施策といたしまして

は、災害時に避難所となる千鳥台公民館の耐

震補強工事を实施するほか、町地域防災計画

の見直しや機能別消防団員制度を導入するな

ど防災体制の強化を図ってまいります。 

 また、児童生徒の通学路の安全確保を図る

ため、不特定多数が出入りする海浜向陽台交

差点地下道及び粟ヶ崎駅前に防犯カメラを設

置するとともに町内の公立、私立の保育園に

防犯カメラを設置し、防犯体制の強化を図っ

てまいります。 

 ２点目の「定住促進」施策といたしまして

は、子育て世代においてニーズの高い３歳未

満児の受け入れに対応するため、向粟崎保育

所の拡張整備を行うなど、子育て支援の充实

を図ってまいります。 

 また、子供たちの学びの向上に資するため、

白帄台小学校建設や内灘中学校教审の冷房化

など、教育環境の整備に取り組み、定住促進

を加速させていきます。 

 また、マイホーム取得奨励金の助成内容の

拡充や道路改良や消雪設備の整備などによる

住環境の向上を図ってまいります。 

 ３点目の「北部開発」施策といたしまして

は、（仮称）白帄台インターチェンジの建設

に向けた保安林調査や用地測量のほか、西荒

屋审 24 号線、宮坂 17 号線の整備に係る用地

測量を行うなど住環境の整備に向けた取り組

みを進めてまいります。 

 また、今後の北部開発の具現化に向け、基

本調査などを实施いたします。 

 ４点目の「健康増進」施策といたしまして

は、国の地方創生推進交付金を活用し、健康

セミナーや運動指導教审を開催いたします。 

 また、生活習慣病の発症、重症化予防を図

るため特定健診受診者への２次予防検査項目

を追加するほか、特定年齢者に対する個別歯

科検診を实施するなど、医療機関との連携強

化を図り健康寿命の延伸を目指してまいりま

す。 

 ５点目の「賑わい創出」施策といたしまし

ては、今後の町のさらなる発展の礎となる内

灘駅前周辺整備や内灘海岸にぎわい創出に係

る基本構想を策定いたします。 

 また、産業の育成や企業支援のほか、特産

品づくりや新たな商品開発などの取り組みに

ついては引き続き支援をしてまいります。 

 さらに、町内小規模企業の発展や成長を図

るため、内灘町小規模企業振興基本条例を新

たに制定し、地域経済の活性化を図ってまい

ります。 

 ご質問の総合計画に掲げる５つの重点プロ

ジェクトの中の主要事業について申し上げま

したが、新年度はそのほか多くの事業を盛り

込んだ予算となっております。これらの各種
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施策につきましては、財政状況が厳しい状況

下ではありますが、限られた財源を最大限有

効に活用し、めり張りのある予算配分を行い、

事業の着实な進捗を図ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今ほど町長の答弁で、

いわゆる基本構想、５つの重点目標の中で今

年度の各施策についてお話がありました。ぜ

ひとも今後 10 年間の内灘町を見据えたいろ

んな施策について、財政も見ながらひとつ推

し進めていただきたいと思っております。 

 それでは、２点目の質問に入ります。 

 子育て支援についてお伺いをいたします。 

 子育て支援策としての内灘町の保育サービ

スについて質問をいたします。 

 現代の社会は、夫婦で働かざるを得ない状

況にもあり、今の子育て世代では子供が生ま

れてからも仕事を続けるライフスタイルが浸

透してきていることもあります。そこには、

子育ての不安や負担など孤立感を抱く家庭が

ふえております。 

 保育サービスの充实は女性の就業機会をふ

やす切り札の一つとして見られており、長時

間労働といった働き方の見直しや人口減尐へ

の対策などにもつながっております。 

 保育場所の確保が難しい都会では、尐子化

なのに待機児童が解消されておりません。幾

つかの理由が挙げられます。まず、女性の社

会進出の増加、雇用形態の変化による共働き

の家庭がふえたことにあります。現在、25歳

から 44 歳の結婚している女性の就業率は

60％を超えております。全世帯数から見ても

20％以上が共働き世帯となっており、景気の

動向にもかかわらず、出産を機に退職するよ

りも働く選択をする女性がふえてきておりま

す。また、核家族化が進み、親世代に子供を

預けることができない点も原因の一つとなっ

ております。 

 平成 27 年の段階で児童のいる世帯の約

79％が核家族世帯となっております。このう

ち、ひとり親世帯は７％と年々増加の傾向に

あります。これらの状況が重なり、子供を預

けなくては働けない家庭がふえている状況で

あります。 

 内灘町では、第亓次内灘町総合計画の中の

第２章第１節「児童福祉」では、近年の尐子

化や核家族化、保護者の就労形態の多様化に

より共働き家庭の増加などに対し、子育て支

援の充实施策として、延長・休日保育、未満

児保育等の保育サービスの充实、経済的支援、

子育て支援ネットワークの充实が掲げられて

おります。 

 そこで質問の１番目ですが、今年度、平成

29年度、町立保育所、私立保育園の定員に対

する入所予定児童数についてお伺いをいたし

ます。 

○議長【生田勇人君】 大徳茂町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 恩道議員のご

質問にお答えをいたします。 

 平成 29 年度の保育所などの定員及び入所

児童数は、町立２カ所の保育所では 210 名の

定員に対し 179 名が入所予定をしておりま

す。また、私立保育園７カ所では 910 名の定

員に対し 876 名の児童が入所予定をしており

ます。 

 町内９つの保育施設を合わせますと、定員

1,120名に対しまして平成 29年度の入所予定

者は 1,055名となっております。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 ただいま、町立、私

立合わせて定員 1,120 名に対して現在予定者

が 1,055 名ということで、数字上はまだ余裕

があるというふうなことですが、それでは、

实際に保育施設を利用するいわゆるゼロ歳児

から５歳児の利用割合についてお伺いをいた

します。 

○議長【生田勇人君】 大徳部長。 
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   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 内灘町のゼロ

歳児から５歳児の保育施設を利用している年

齢別割合は、平成 28年４月時点では、ゼロ歳

児は 24％、１歳児は 65％、２歳児は 78％、

３歳児は 92％、４歳児は 94％、５歳児は 93％

でしたが、１年後のことし３月時点では、ゼ

ロ歳児の割合が約２倍の 51％になっておりま

す。未満児の割合は年々増加しているのが現

状であります。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今、答弁では、いわ

ゆる未満児ですが、過去の推移を見ますと、

特にゼロ歳児も含めて１歳児、２歳児は、も

う２歳児で今 78でしたか。ということは、未

満児でも約８割ということで、最近ではやっ

ぱりその数字のとおり、いわゆる内灘町にお

いても働く母親といいますか、そういう要望

が物すごく多いという数字でありますけれど

も、それでは内灘町ではいわゆる希望する保

育所なり保育園に入所することが今現在でき

ているのかをお伺いをいたします。 

○議長【生田勇人君】 大徳部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 入所を希望す

る施設が定員を超えている場合は、第１希望

の施設に入所できない場合があります。その

際には第２希望の施設か、ほかの定員に余裕

のある施設に入所していただいております。 

 来年度の入所につきましては、５名の方が

第１希望の保育園に入所することができませ

んでした。第２希望などへの入所が既に決定

はしております。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今の答弁では、だか

ら内灘町にはいわゆる保育所に対する待機児

童はいないというふうに捉えればよろしいで

すか。 

○議長【生田勇人君】 大徳部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 議員おっしゃ

るとおり、待機児童はいないです。 

 年度途中の育児休暇終了後の入所につきま

しては、定員などの関係もあり希望の施設に

入所できない場合もありますけれども、保護

者の就労に合わせ保育が必要な全ての児童を

預かっております。 

 今年度の育児休暇終了後の受け入れ児童は

２月末で 55名となっております。 

 以上であります。 

○議長【生田勇人君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 部長のほうから私が

質問する前に。というのは、今、ゼロ歳児も

含めまして、もう一回復唱しますけれども、

いわゆる育児休暇明けに入所希望が出てきま

すね。当然、育児休暇明けても４月だったら

比較的入所が早いんですけれども、实際聞い

てみますとやっぱり９月、10月、年がだんだ

んだんだん押し迫っていくとなかなか厳しい

という状況を聞いておりましたので、再度そ

こら辺をお伺いをいたします。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 待機児童がいないというのは、あくまでも

４月１日現在の待機児童でございます。先ほ

ど言いましたとおり、1,120 名の定員で九百

云々とありましたとおりなんですけれども、

未満児保育といいましたら、年度の途中から

入ってくるケースが多いわけで、その場合に

は待機児童は発生します。その解消のために、

平成 29年度、向粟崎保育所のほうで未満児の

保育审を増設するという考え方でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 わかりました。 
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 というのは、今後も多分、統計的にはわか

りませんけど、子供さんの伸び率というのは

ほんなに伸びないと思うんですが、先ほど最

初に私が述べましたとおり、今後は未満児は

もちろんゼロ歳児からの保育要望というか、

物すごく強いと思うんです。そういった中で、

今後のやっぱり定住促進とかいろんなものに

内灘町としてつながってくると思うんです。

特に 2060年度、人口２万 5,000を目指すとい

うことになりますと、一つの面で見ますと未

満児保育を含めてそういう保育要望に対して

の今後の町の計画なりそういう施策がありま

したらひとつお伺いをしたいと思います。 

○議長【生田勇人君】 大徳部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 町では、子育

て世帯の定住促進に向けさまざまな施策を展

開しております。その中でも保育所充实は最

重要施策と位置づけております。今年度は、

未満児保育の需要拡大に向け町立北部保育所

でゼロ歳児を实施しております。また、今ほ

ど町長が述べましたとおり、向粟崎保育所、

ゼロ歳児、１歳児の受け入れに必要な広さを

確保するため保育审の増設に伴う工事費を当

初予算で計上させていただきました。 

 今後も児童数の推移を見ながら、保育を必

要とする全ての児童が保育を受けられる環境

整備に今後とも努めてまいりたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 ぜひとも、今、部長

答弁されましたとおり、内灘町の定住促進、

そういうことも含めまして町立、私立を問わ

ず、町の総合的な保育サービス充实にひとつ

努めていただきたいと思います。 

 これで私の質問は終わります。 

○議長【生田勇人君】 ４番、太田臣宠議員。 

   〔４番 太田臣宠君 登壇〕 

○４番【太田臣宣君】 おはようございます。

議席番号４番、太田臣宠でございます。 

 平成 29 年内灘町議会３月会議において一

般質問の機会を得ましたので、通告に従い一

問一答で質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 今回私からは、町公共施設の維持管理につ

いてと空き家対策、そして高齢者福祉計画に

ついての３点を質問させていただきたいと思

います。 

 ことし１月の町長選挙において、無投票で

川口町長が再選を果たされました。これも１

期目の公約をスピード感を持って取り組まれ

た結果であると思っております。 

 町長の１期目については、恩道議員も冒頭

で触れられたとおり、消防庁舎の建設やサッ

カー場、屋内多目的広場、ほのぼの湯の建設、

大根布の防災センター、さらには浸水対策や

消雪施設整備等、町民の安心・安全対策にも

しっかりと取り組んでこられた結果でありま

す。 

 ２期目においては、これまである既存の町

公共施設の維持管理についても大変重要な課

題となってくるのではないでしょうか。 

 ことし３月をもって、近年になく多くの部

課長も定年を迎えるということも聞いており

ます。 

 そういったことも踏まえ、質問をさせてい

ただきたいと思います。 

 まず、町の公共施設についてお伺いいたし

ますが、今現在、町の公共施設については全

体でどれくらいあるのか、お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 向貴代治総務部長。 

   〔総務部長 向貴代治君 登壇〕 

○総務部長【向貴代治君】 ただいまの質問

にお答えをいたします。 

 公共施設の数でございますが、多くの町民

の皆様が利用する主要な建物といたしまし

て、役場庁舎を初め学校や保育所、公民館な

どの社会教育施設、体育施設、保健センター、

消防本部など 52施設でございます。 
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 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 主要な建物で 52カ所

ということでありますが、その施設の耐震化

はどうなっているのか。また、耐震化率とあ

わせてお聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 向部長。 

   〔総務部長 向貴代治君 登壇〕 

○総務部長【向貴代治君】 公共施設の耐震

化率でございますが、今ほど申し上げました

52施設のうち、耐震改修が必要である施設は

５施設ございます。そのため、耐震化率につ

きましては約 90％となります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 52施設のうち５施設

で、耐震化率は 90％と、かなり進んでいるよ

うでありますが、今後の耐震化の取り組みを

どうしていくのか。また、多くの公共施設を

長く利用していくためにも、コストや修繕計

画をしっかり作成していくことも今後必要と

なってきます。町として長寿命の計画をいつ

ごろお示しになるのか、お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 向部長。 

   〔総務部長 向貴代治君 登壇〕 

○総務部長【向貴代治君】 今後の耐震化の

取り組みでございますが、平成 29年度には千

鳥台公民館の耐震改修工事を予定をいたして

おります。そのほかの施設につきましても、

現状と課題を整理した上で計画的に進めてま

いりたいと考えております。 

 また、施設の長寿命化計画につきましては、

既に策定済みのものもございますが、今後は

財政状況も勘案いたしまして、今３月会議で

お示しをする内灘町公共施設等総合管理計画

の基本方針に沿って、それぞれの施設につい

て計画の策定や見直しを進めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 施設を本当に長くも

たすことは町にとっても大変重要な課題であ

りますので、しっかり取り組んでいって、早

く議会にも示していただきたいと思っており

ますが、小学校に絞って尐しお聞きしたいと

思います。 

 大根布小学校は昭和 50年の竣工で、大規模

改修については平成８、９年で耐震と大規模

改修をしており、大規模改修を終えてからも

う 20年ということであります。 

 向粟崎小学校は平成 11 年から 13 年度で大

規模改修を行っており、およそ十亓、六年が

経過している状況であります。 

 清湖小学校においては、平成８年に竣工し

てから一度も大規模改修が行われていない状

況であります。 

 これら３つの小学校においては雤漏れ等も

あるとお聞きしております。その都度、町で

は応急処理で対応しているということであり

ますが、大規模改修についてはおおむね 20年

がめどとのことであります。大根布小学校、

清湖小学校はもうやがて 20年が過ぎ、向粟崎

小学校においても間もなくであります。 

 町の第亓次総合計画では、平成 37年の将来

目標人口を２万 7,000 人の現状維持を目指す

ということであり、また 2060年に２万 5,000

人を目標と定めております。小学校をしっか

り維持していくことにおいても早急な対応、

計画が必要ではないでしょうか。町の見解を

お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 学校は、子供たち

の学ぶ場所であるとともに、災害時の避難場

所にも指定されています。安全で安心できる

施設でなければなりません。そういったこと

からも、大規模改修は大変重要なことと認識

しています。 

 議員のご質問にもありますように、学校の

大規模改修については、新築または前回の改
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修から 20 年を経過した建物が文部科学省の

補助対象となります。各学校の改修につきま

しては、白帄台小学校の建設が終了した後、

老朽の度合いに応じて順次改修を行う計画を

いたしております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 ありがとうございま

す。順次進めていっていただければと思って

おります。 

 町でも人口ビジョンを高いハードルで設定

しておりますので、子供も減っていかないこ

とを私どもも期待しておるわけであります。

長寿命化について、町として今後もしっかり

と取り組んでいっていただきたいと思いま

す。 

 次に、公園や道路等の除草や樹木の剪定に

ついてでありますが、公園や町道の除草や剪

定については町で適宜行っておりますが、よ

く耳にするのが、道路や公園の除草や樹木剪

定をしっかりと早目に取り組んでほしいとい

うことであります。草や樹木が伸び切ってか

らではなく、もう尐し早目の対応もできない

ものでしょうか、お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 長丸一平都市整備部

長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 町の公園、

道路等の維持管理の实施体制についてご説明

いたします。 

 年度初めに年間实施計画を立てまして、实

施前に再度現地確認を行い、除草、樹木の剪

定、害虫の駆除などを实施しているころでご

ざいます。 

 また、区、町会の協力を得まして各町会内

の側溝の土砂上げ、公園の除草などをお願い

しております。そのほか住民有志のアダプト

活動による公園や歩道の除草及び美化活動な

ど管理に努めていただいているところもござ

います。 

 今後も道路や公園施設の適時適切な管理を

図るため、現地確認の徹底のほか、区、町会

と連携を図るなど、安全・安心な道路、公園

施設の維持管理に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 よろしくお願いいた

します。 

 河北潟放水路左岸管理用道路についてであ

りますが、この道路については除草や剪定を

行っていないのではないかなと思います。車

がすれ違うことも難しい状況となっておりま

す。 

 この道路は、町内外からも多くの人が利用

していることは町もご認識のとおりであると

思いますが、景観や安全のためにも除草、剪

定に取り組む必要があると思いますが、町の

お考えはどうでしょうか、お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 長丸部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 河北潟や河

北潟放水路は、町内外から多くの人が訪れ、

１年を通じ釣りが楽しめるレジャースポット

でございます。 

 議員ご指摘の放水路左岸の管理用道路は県

河川部局の所管ではありますが、町では県よ

り占用許可を受けている箇所でもございま

す。人と通行車両の安全面を考慮し、除草作

業などについて早急に県と協議してまいりた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 県とも協議しながら、

町としてもしっかり考え方を伝えていってい

ただければと思います。 

 次の質問に移ります。 

 空き家対策について、以前もお聞きしまし

た。平成 25 年と平成 27 年にも質問させてい

ただきましたが、まず町の空き家の現状は、
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前回の調査とどうなっているのか、まずお聞

かせください。 

○議長【生田勇人君】 大徳茂町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 議員のご質問

にお答えをしたいと思います。 

 平成 25年度空き家調査において 299件が確

認されておりましたが、昨年、職員で追跡調

査を行ったところ、平成 28 年 10 月の時点で

275件の空き家を把握しております。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 275件ということで、

危険な家屋でいうと 12 棟ということでよろ

しいんですかね。 

 それとまた、解体費用もかかり、かなり難

しい課題ではありますが、今現在、指導状況

はどうなっているのか、お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 大徳部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 老朽度、危険

度が高いとされる危険空き家は、前回、議員

にお答えをいたしました 16件であります。昨

年 12月までに７件が取り壊され、残り９件。

新たに追跡調査において３件を加え、現在、

危険空き家とされる空き家は、先ほど太田議

員申されました 12件と認識をしております。 

 以上でございます。 

 指導状況でありますけれども、危険空き家

とされる所有者には直接面談や電話により具

体的な箇所を示し、適正な管理を行うよう指

導をしております。 

 今ほどの 12 件のうち、平成 29 年度予算に

計上いたしております西荒屋审 24 号線道路

改良整備に係る取り壊し家屋を含め解体予定

が３件、将来的な使い方を含め検討している

のが２件、金銭的に対応できないのが３件、

売り出し中が１件、注意して管理するとの回

答が２件、遠方で連絡がとれない方１件ござ

います。 

 引き続き、建物の状況を注視しながら、本

人との接触を図り、管理の徹底を指導してま

いります。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 町もかなり努力して

いただいて、危険な家屋についても大分解消

されたようであります。今ほど申されたよう

に、今後もしっかりと取り組んでいっていた

だければと思います。 

 次に、空き家バンクについてお聞きします。 

 平成 25年には空き家の登録制度を質問し、

平成 26 年４月に町では空き家対策の一環と

して空き家バンクが創設されました。しかし

ながら、登録件数がなかなか伸びない状況で

あるようであります。今現在の登録状況はど

うなっているのか。また、登録についての問

い合わせはあるのか、あわせてお聞かせくだ

さい。 

○議長【生田勇人君】 田中徹都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 空き家

バンクの状況につきましてお答えをいたしま

す。 

 空き家バンクの登録状況につきましては、

現在１件の物件が登録されており、そのほか

登録手続中の物件がもう１件ございます。 

 問い合わせでございますが、数件ございま

すが、まだ登録には至っていないのが現状で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 登録は１件のみと、

手続中１件、問い合わせも数件あると。空き

家対策には空き家バンクの活用、各自治体さ

まざま取り組んでおりますが、大変重要な施

策でもありますので、今後、しっかり周知し

ていただき、取り組んでいっていただければ

と思います。 
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 前回も質問させていただきましたが、利活

用可能な空き家については町の定住促進施策

に有効であり、空き家バンク登録を促進する

上でも助成制度を設けることができないのか

ということであります。前回の質問では、次

年度に向け、他の市町の事例を参考に検討す

るということの答弁でありましたが、その後、

どうなっているのかお聞きいたします。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 空き家

リフォームの助成の検討につきましてお答え

をいたします。 

 空き家を利活用することは町の活性化に結

びつきが強いことからも、定住促進とあわせ

て空き家の解消に努めていく必要がございま

す。しかしながら、空き家のリフォームに対

し助成をすることは所有者のその資産価値を

高めることとなりますので慎重な検討が必要

であると考えております。 

 ご提案いただいております空き家リフォー

ム助成につきましては、近隣市町の動向を見

据えて、引き続き検討してまいります。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 それでは、空き店舗

についても尐しお聞きしたいと思います。 

 現在、町では空き店舗・テナント状況等の

把握をしているのかということと、また町内

の空きテナントがある商店街についても活用

方法があるのではないかと思っております。

町で検討したことはあるのでしょうか。ある

ようでしたらお聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 空き店

舗の状況につきましてお答えいたします。 

 現在、町で把握しています空き店舗の件数

につきましては、医科大通りを中心に９件あ

り、平成 28年４月より４件減尐いたしており

ます。 

 また、町内の商店街につきましては、建物

が建築されてからかなりの年数が経過し、老

朽化が進んでいるものもございます。建物が

個人の資産であり、町で活用方法などについ

て検討したことはございません。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 空き店舗については

医大通りを中心に９件と、４件の減尐も見ら

れたということで、しっかり取り組んどらん

かなということも感じられますが、例えば町

内にある商店街、そんな県外のように大きな

商店街でありませんが、商店街の活性化とい

う意味でも町でも尐し検討していただいても

いいんではないかと思いますが、再度答弁い

ただけますか。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 商店街

の空き店舗でございますが、現在、この本定

例会に内灘町小規模企業振興基本条例という

のを提案しております。地域経済の活性化に

資するこの条例に基づきどういうことができ

るか、また検討してまいりたいと思います。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 空き店舗の利用につ

いて、町商工会とどのような連携を図ってい

るかなど、今後どのように町として進めてい

くのか、最後にお聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 商工会

との連携についてお答えいたします。 

 町は、商工会に創業支援のワンストップ窓

口を設置し、創業希望者に対し、町の創業支

援事業補助金の紹介や申請に当たり必要とな

る事業計画の策定支援などで連携をいたして

おります。 

 また、町内の空き店舗を活用して創業した

方は、27年度２件、28年度４件となっており、

今後も商工会と連携して町の活性化及び空き
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店舗の解消につなげてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 今後も官民一体とな

ってしっかりと取り組んでいっていただけれ

ばと思います。 

 最後の質問に移ります。 

 町の高齢者福祉計画についてお尋ねいたし

ます。 

 町の国民健康保険税の累積赤字はなかなか

解消さていない状況であります。国保の加入

者の減尐も要因の一つであることは聞いてお

ります。 

 また、高齢者人口の推計値ではありますが、

平成 29年度で 25.4％、平成 37年には 29.9％

と推計されており、高齢者人口が伸びていく

中、健康寿命の延伸こそが医療費の削減や家

族の安心にもつながってまいります。 

 健康寿命延伸施策について、先ほど恩道議

員の答弁の中にも若干ありましたが、町とし

てどのように取り組んでいくのか、まずお聞

かせください。 

○議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 健康寿命とは、介護を受けたり寝たきりに

なったりせずに生活できる期間のことでござ

います。 

 町ではこれまで、生活習慣病予防対策、予

防接種、各種健診、介護予防事業などを総合

的に推進してまいりました。 

 予防接種では高齢者肺炎球菌やインフルエ

ンザ予防接種の接種費用の支援を行い、健診

におきましては特定健診やシルバー健診を实

施しております。さらに、その健診結果に基

づき保健指導を实施することで生活習慣病の

早期発見、予防に取り組むことができました。 

 また、介護予防事業としましては、筋力ア

ップを目的とした教审や脳活性化プログラム

を取り入れた認知症予防教审を初め、介護予

防に関する知識の普及啓発を図る健康教审を

開催しております。 

 加えて、今年度においては鶴ケ丘中央公園

に健康遊具を設置するなど、高齢者の生活能

力の維持向上を図る取り組みも行ってまいり

ました。 

 新年度につきましては、特定健診における

検査項目の追加及び特定年齢者に対する個別

歯科検診の实施など、健康施策の充实を図り

ます。 

 さらに、今年度に引き続きＮＰＯ法人プラ

ッツうちなだと連携し、国の地方創生推進交

付金を活用した健康いきいきプロジェクトに

よる健康セミナーを实施するなど、各種事業

を推進し、健康寿命の延伸に向けて取り組ん

でまいります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 さまざまな教审やさ

まざまな施策を行っているところであるとい

うことであります。 

 国保についても、介護、医療費についても、

町ではかなり財源負担が厳しくなってきます

ので、健康寿命の延伸こそが安心・安全、町

の財政にも本当に直結してまいりますので、

今後もしっかりと取り組んでいっていただき

たいと思います。 

 認知症等の見守り事業についてお聞きした

いと思います。 

 以前もここでお話ししましたが、文教福祉

委員会のときに、沖縄県の那覇市の社会福祉

協議会を視察してまいりました。そこでは、

見守りマップを作成し、地域でひとり暮らし

の方々を支える取り組みを行っており、お互

いに理解した上でマップの作成や高齢者の集

える場所の提供など、さまざまな取り組みを

行っておりました。大変先進的な取り組みだ

と理解して帰ってきたのも、何か新しいよう
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に感じます。 

 内灘町では、現在、見守り事業はどう進ん

でいるのか、お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 町では、認知症高齢者やそのご家族が地域

で安心して生活するためには、認知症に対す

る誤解や偏見を払拭することが重要と考えて

おります。 

 その取り組みとしましては、認知症に関す

る正しい知識を持ち、自分のできる範囲で認

知症高齢者やその家族を見守る支援者をふや

すための認知症サポーター養成講座を開催し

ております。さらに、住民みずからの目で地

域を見守る見守りマップづくりの支援も行っ

てきました。 

 また、今年度は認知症高齢者が行方不明と

なった際の早期発見に向けて、協力機関との

連絡体制であるＳＯＳネットワーク事業の構

築に取り組んでおります。 

 超高齢化社会を迎え、内灘町においても

2025年には前期高齢者より後期高齢者が多く

なると推測されております。こうしたことか

ら、民生児童委員を初め、地域住民の皆様の

ご協力をいただきながら、さらなる認知症施

策の推進と継続が必要であると認識をしてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 本当に認知症の訓練

をしていてもなかなか声かけするのも難しい

状況であります。しっかりと今後も、今、町

長述べられたとおり取り組んでいっていただ

ければと思います。 

 次に、夕陽ケ丘苑、グループホーム、また

ケアハウス等の高齢者入所施設について、今

現在の入所状況とあわせ、待機者はどれくら

いいるのかも含めてお聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 本年２月末日現在、内灘町にあります入所

施設への内灘町在住の待機者数につきまして

は、特養ホーム夕陽ケ丘苑で 18名でございま

す。そのうち、在宅での待機者数は６名で、

医療行為が必要であるなど本人の状態や個々

の事情により入所に至っていないケースもあ

ると聞いております。 

 さらに、グループホームにあっては１名で

ございます。 

 また、ケアハウス白帄台及び内灘温泉保養

館にあっては待機者はいないと伺っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 待機者はほとんど、

大分解消されてきたようであります。 

 町の第６期介護保険事業計画では、平成 29

年度で３カ年が終了することになります。そ

の中で、小規模特養施設の平成 29年度の計画

も示されておりましたが、小規模特養の計画

はどうなっているのか、お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 平成 27 年度から 29 年度を計画期間とする

第６期介護保険事業計画では、内灘町在住の

被保険者が入所できる小規模特別養護老人ホ

ーム１カ所を整備する計画でございました

が、現在の施設サービスの需要なども考慮し、

施設整備を現在見合わせている状況でござい

ます。 

 なお、今後の入所施設整備計画につきまし

ては、平成 30 年度から 32 年度を計画期間と

する第７期介護保険事業計画において引き続

き検討を重ねてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 
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○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 施設については今後

も高齢化がどんどん進んでいくということも

示されておりますので、また次期の計画の中

で検討していっていただければと思います。 

 それでは、本年度終了する町の第６期介護

保険事業計画の進捗状況はどうなっているの

か、お聞かせください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 本年度は３カ年の計画期間の２年目に当た

ります。このうち要介護及び要支援認定者数

の推移と給付費の動向に着目いたしますと、

第６期の計画における認定者数の推計は、平

成 27年度 979名の見込みに対し、实績は 956

名となりました。また、平成 28年度において

も 1,017 名の見込みに対し实績は 984 名とな

り、事業計画に比べて減尐しております。こ

の減尐については、介護予防事業などが一定

の効果を上げていると捉えております。 

 こうしたことからも、平成 27年度の介護給

付費の決算額は事業計画を下回る結果となっ

ており、平成 28年度決算見込みにおいても同

様の傾向にございます。 

 したがいまして、事業計画に対する進捗状

況については、現段階ではおおむね目標を達

成していると認識をしております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 おおむね達成してい

るということで安心もいたします。 

 冒頭にも述べましたが、今年度で第６期の

介護保険事業計画が終了することとなりま

す。先ほど町長、第７期の検討もしていくと

いうことでありました。第７期の介護保険計

画はいつごろから取りかかり、いつごろ私ど

も議会にお示しになられる予定なのか、お聞

かせください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 第６期の介護保険事業計画につきましては

平成 29 年度が最終年度となるため、平成 29

年度中に第７期介護保険事業計画を策定する

こととなります。したがいまして、平成 30年

２月から３月をめどにお示しできるものと考

えております。 

 計画に盛り込まれる内容などにつきまして

は、町の状況や今後の見込みを含め、国の示

すガイドラインを参考に策定をすることとし

ております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 太田議員。 

○４番【太田臣宣君】 介護福祉計画は本当

に町の重要課題であります。 

 私ども議会としても、議会人としてしっか

り町が出してきた事業計画について検討も重

ねてまいりたいし、また意見も述べさせてい

ただきたいということを述べて、私の質問を

終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【生田勇人君】 ２番、磯貝幸博議員。 

   〔２番 磯貝幸博君 登壇〕 

○２番【磯貝幸博君】 議席番号２番、磯貝

幸博でございます。 

 ３月会議にて質問の機会を得ましたので、

一問一答で行いたいと思います。 

 内灘町人口ビジョンで 2060 年時の目標人

口、これ２万 5,000 人ということで設定しま

した。人口減に歯どめがかかり、出生数が劇

的に回復するかといえば、今のところ全国的

に見て非常に困難な状況と言えます。本町に

おいてもそれは同じで、定住促進策を核とし

て進めており、白帄台地区、大根布地区とか、

その多くの方がいらっしゃいました。移住人

口がふえ、地区には子供があふれている。今

後も移住人口の増加が見込める白帄台地区等

には、いよいよ白帄台小学校が平成 30年４月
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の開校に向け建設工事が始まりました。 

 ここで確認しておきたいんですが、今、町

が小学校運営に係る費用として支出はどのく

らいになるでしょうか。可能であれば小学校

ごとに明示できればいいんですが、お答えい

ただきたいと思います。 

○議長【生田勇人君】 田中義勝教育部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 磯貝議員のご質

問にお答えいたします。 

 平成 28年度予算では、５つの小学校で１億

1,146 万円、１校当たりになりますが 2,229

万 2,000円となります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 単純に考えて１億

1,000 万ということでしたね。大体 2,200 万

かかるということでした。 

 学校ごとにちょっと聞いてみたのは、決算

書を見ても明示されないため、ちょっと見え

てこないということからでした。 

 次に、児童数がどんどん減っているという

ところで、この現状に何か対応策というのは

ございますでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 町では、人口の

減尐対策として、定住促進施策、子育て支援

施策など多くの事業を行っておるところでご

ざいます。 

 教育委員会としても、西荒屋小学校での英

語教育活動や教育支援員の充实など特色ある

学校づくり、きめ細かな教育と、白帄台小学

校建設などの学校施設の整備にも現在取り組

んでいるところでございます。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 全国的に人口という

か人が減っている状況でございます。強く叫

ばれるようになってきたということで、ふや

さなければいけないということで、移住者に

対して助成金、子供が生まれたら助成金、家

を建てたら助成金、さまざまなお金を積み上

げて定住促進ということで、どの周辺の自治

体とかも同様にそれを行っているわけでござ

います。自治体間の競争で消耗戦の様相を呈

しているという状況と思います。 

 ですから、内灘町はおもしろいねと、子育

て、教育に物すごいいいねと、そういう若い

世代、これからの子育て世代にアピールでき

るような教育環境が必要というふうに考えま

す。 

 西荒屋小学校や向粟崎小学校では、もう既

に１クラスの学年もあるようですが、私が住

まいする鶴ケ丘地区でも来年度の新入生が 30

人と聞いておりまして、鶴ケ丘小学校でもい

よいよ１クラスの時代がやってまいりまし

た。 

 私が小学校のＰＴＡに携わっていて实感す

るのが、参加者が減ってきた。保護者が減っ

てきたということです。また、地域行事や公

民館行事についても同様に感じます。最近の

お子様は習い事やスポーツ等に忙しく、地域

行事まで手をかけられない世帯も多いという

ことです。そうなると、ＰＴＡ活動の縮小や

地域行事の縮小と、そのお世話をされる役員

の方々はとても危惧されている状態です。 

 さらに、県営住宅の建てかえが間近に迫っ

てきており、その際に地区人口も大きく変動

するということとなります。今後についてと

ても心配している状況でございます。 

 平成 34年には鶴ケ丘小学校の児童数が 200

人を下回ると予想され、全学年が１クラスに

なるかもと予想しており、例えば空き教审が

ふえてきて３階は使わないというようなこと

にもなりかねません。 

 町では、一つの学校においてどれだけの生

徒数が適当とお考えでしょうか。また、１ク

ラスの構成人数についてはどういうふうにお

考えなのか、お示しください。 
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○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 生徒数とのお尋

ねですが、現在、文部科学省では各クラス２

クラス程度を標準規模として、特別の事情が

あるときはその限りではないとしておりま

す。 

 小規模校も大規模校もそれぞれのよさがあ

ります。また、地理的、地域性なども考慮す

る必要があると考えております。 

 人数につきましては、文科省のほうで 35人

とか 30 人とか学年によりまして決まったも

のがございまして、それに従っております。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 文科省のそのガイド

ラインに沿うような内容ということですね。 

 そうしたら、白帄台地区のようにこれから

も世帯数の伸びが期待できる地域、北部開発

によって今後が期待できる地域はよいのです

が、鶴ケ丘小学校校下は減るということで、

これが現实のものとなっておると思います。 

 子供たちは基本的な共同生活のルールを学

び、友人関係を構築し、競争関係を持つこと

で互いに切磋琢磨していく。多くの友達との

交流によって知見も広がりやすい。グループ

学習や習熟度別学習など多様な教育形態を図

ることもできます。よりよい教育環境を平等

に提供することが行政の使命と思います。 

 これを強く訴え、町長にお聞きしたいと思

いますが、校区の見直しなどの検討はされま

せんか。その可能性はありますでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 お答えいたしま

す。 

 校区の見直しを行う場合は、町の教育委員

会が町立小学校及び中学校通学区域審議会に

諮問を行い、その答申により校区を定めるこ

ととなりますが、現在のところ、見直す必要

はないと考えております。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 校区の見直しがない

ということですね。 

 それでは、学校の統廃合についてもお聞き

しておきたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 学校は学びの場

としてはもちろん、地域のコミュニティの中

核的な機能も有しております。まちづくりと

密接にかかわっておるものでございます。 

 現在のところ、統廃合についても考えてお

りません。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 今のところは全然考

えていないということでした。 

 町の小学校運営費の削減というものだけで

はなく、教育の質を上げていく、学校をどう

生かすか、通学の安全を図ることの配慮も必

要になるということから、今後、議論が必要

になっていくと思います。 

 新小学校ができる直前の平成 29 年度に議

論することが必要があると思い、こういうお

話をしていますが、通告にはございませんが、

ではどのようなタイミングで、どんな事象が

見られた場合に、その校区や統廃合の議論を

始めるお考えがあるか、お答えいただけます

でしょうか。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員、通告にご

ざいません。 

○２番【磯貝幸博君】 はい。あ、あの……。 

○議長【生田勇人君】 通告にない質問は、

はい。 

○町長【川口克則君】 いいですか、議長。 

○議長【生田勇人君】 町長……。 

○町長【川口克則君】 なんなん、いいって。 

○議長【生田勇人君】 だめです。 

○町長【川口克則君】 ちょっとだけ答えま
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す。 

○町長【川口克則君】 いいですか。 

 ちょっとお答えしますけれども、磯貝の一

般質問、大変失礼な話なんですけれども、人

口減尐を前提とした質問ですよね。町とした

ら、今、人口をふやそうというような施策を

盛り込んでおりますので、そういう統廃合と

かそういう考えは一切今ございません。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 統廃合、廃するだけ

を考えているわけじゃありませんので、今後

の新しい学校をつくった上で、これをどうや

ってふやして生かしていくか、これが大切な

議論になると思いまして、こういう話をさせ

ていただいております。 

 町の定住促進策がよりよい形で想像以上に

成功することをお祈りして、今後の課題とし

て学校の運営について問い合わせさせていた

だいたわけでございます。その事象がどんな

事象かちょっとわからないですが、もしその

ときになったらまたしっかりと議論させてい

ただきたいと思いまして、次の質問に移りた

いと思います。 

 世界に先例を見ない人口減尐社会を進んで

いる日本において、今の社会システムやサー

ビスを維持していくことは相当に困難な時代

を迎えることと私予想してございます。 

 私が小学生のころと現在を比べても、携帯

電話が普及したことやインターネットの普

及、生産オートメーション化など、社会のシ

ステムは大きく便利に変化してきました。今

後の社会の激動に行政は先んじているのか、

それともおくれをとってしまうのか。どちら

を選択するのかを聞いておきたいのです。 

 どの地域も待ったなしの状態でございまし

て、１年でも他地域に出おくれることが町民

にどれだけ大きな影響をもたらすのか十分ご

確認していきたい、こう懸念しているんです。 

 地域間競争と呼ばれて久しいですが、人口

についても出生数の伸びが期待できない中、

なかなか回復しない中、どこかの地域からの

奪い合いになってしまう、こういう現状がご

ざいます。それで町としてどんどん挑戦し続

けることで、また期待と可能性が内灘町はあ

るというのを踏まえると上昇というのが見え

てくるんじゃないかと思うのです。こういう

考えでお聞きしていきたいと思います。 

 産学で開発された技術やシステムを一自治

体が積極的に調査し、連携していく、こうい

った取り組みを導入していくには、自治体自

身に決断と行動力が必要になります。 

 他の市町村が導入して得られた成功事例、

いわゆる先進地事例を調査研究するという言

葉をよく耳にします。いかに先進地事例とい

っても、持ってきたときには既に時代おくれ

なんてこともあるわけで、その先進地の要望

にかなった取り組みではあっても、当町、内

灘町にそぐわないものとなっているかもしれ

ないわけです。ですから、みずからが先進地

事例となるべく研究開発、産学連携研究に官

である皆さんが協力を行っていくことで、地

域の实情にぴったり合ったものが最善かつ早

期に实現できると、そう思いませんでしょう

か。 

 そのような取り組みを町で行う考えはござ

いませんでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 産学官連携につきましては、民間企業、大

学などの教育・研究機関、さらに国や地方自

治体が連携し、新たな技術開発や新産業創出

を図ることを目的とするものとして捉えてお

ります。また、地方創生を進めていく上でも、

こうした産学官のほか、さらに金融機関など

が連携し、地域が一体となった取り組みが必

要とされております。 

 町におきましては、今年度、地方創生加速
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化交付金を活用し、健康いきいきプロジェク

トに取り組んでいるところであります。この

事業は、健康寿命の延伸に向けて、金沢医科

大学やＮＰＯ法人プラッツうちなだ、株式会

社エイム、そして町の産学官が連携した取り

組みであります。 

 今後も産学官の連携が必要な事業につきま

しては積極的に取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 現在、そのエイムさ

んとプラッツのほうで行っている機械をつけ

て、1,000 円で借りれるそれがそうだと思い

ますけれども、そういう取り組みが町にぴっ

たりの形でいい形で発展していければいいな

というふうに考えます。 

 それぞれの大学には産学官連携センターや

コーディネーター、地域連携センターなどの

窓口がありまして、専門分野の教員や講師を

紹介してくれるそうです。このような取り組

みを町は把握していらっしゃるでしょうか。

また、町が取り組むべき課題と各大学、専門

分野との照合を図るなどの取り組みを行って

いますでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 田中徹都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 ただい

まのご質問にお答えいたします。 

 町では、各種事業や審議会等において、大

学の連携センターなどの窓口を通じ、専門分

野の教員を紹介していただくなど連携を図っ

ているところでございます。 

 また、県内全ての高等教育機関と自治体が

加盟する大学コンソーシアム石川では、地域

の課題に対して学生が主体となって取り組む

事業を進めているところであります。町にお

きましてもこの事業を活用し、大学との連携

を深めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 連携を深めていくと

いうことでございました。 

 地域づくりや行政サービスの維持について

は、今もこれからも多くの課題があると思い

ますが、例えば内灘町の観光地化としての取

り組みですが、雄大な山々の眺望しかり、夏

の内灘海岸しかり、どちらも私が小さいころ

からここにあるものです。にぎわいの創出と

いう点からどれほどの効果があったのでしょ

うか。ちょっとよくわからないんですが、住

んでいるからこそそのよさに気づかなかった

のでしょうか。 

 石川県観光戦略推進部から出ている統計か

ら見た石川県の観光によれば、平成 27年、石

川県を訪れた観光実が 2,500 万人を超えてい

ます。その経済効果は 3,223億円です。宿泊、

飲食、お土産、この合計額が 3,223 億円とい

うことになるんです。北陸新幹線の開業効果

により、平成 26 年に比べ 22％という高い伸

びを示しています。金沢市を訪れている観光

実はおよそ 1,006 万人。この１％でも内灘町

に取り込む取り組みを積極的に進めるべきで

あると考えております。 

 金沢の近隣にある魅力的な地域として、こ

の町の魅力的な観光地に訪れる人々をふやし

ていかなければと考えていますが、現在、当

町において産学官もしくは金融の金を含めた

取り組みなどはございますでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 ご質問

にお答えいたします。 

 観光分野におきましては、現在、産学官で

取り組んでいる事業はございません。しかし

ながら、地域の活性化を図る上においては、

行政だけでなく民間企業の協力が必要不可欠

であると考えております。 

 時代のニーズを捉え、さらなる連携に向け、
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民間企業と研究機関の調整を図ってまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 提携をどんどんどん

どん深めていっていただけるということで、

ぜひまたお願いしたいと思います。 

 今、私注目しているのがドローン（小型無

人飛行機）です。今後、活用領域が大きな広

がりを見せ、観光、土木、農業、防災、運輸

など、これまでの社会制度に大きな変革をも

たらす技術になるだろうと強く感じておりま

す。世界の名立たる企業が開発に力を注ぎ、

空撮技術や運搬技術、はたまた軍事技術とし

て技術の向上に努めているのは皆様もご存じ

のことかと思います。 

 さて、世界凧の祭典が平成 30 年に 30 周年

記念大会を迎えます。大空に舞う大凧を間近

に捉えたドローンの空撮映像、これが世界中

の観実を魅了することも可能となるのではな

いでしょうか。 

 ことし、そのドローンを導入して空撮映像

を 30 周年記念大会のプロモーションに使え

ないかとか、かすかにちょっと期待するとこ

ろでございます。昨年同様にのと里山海道も

通行規制を行うのでしたら、海岸でドローン

レースなど開催することも可能なのではと期

待しております。 

 森林地帯、都市空間、屋内、遊園地、どこ

でもそのドローンレース開催でき、飛行技術

を競うことができます。例えばパワーショベ

ルのアームの間をすり抜けたり、砂像、竹垣、

風紋の上を飛行するドローンに、近未来の到

来をも予感させるようなそんな期待もしてお

ります。その操縦テクニックは世界のプレー

ヤーを魅了し、空撮映像で配信すると、その

熱い視線が注がれることになるでしょう。 

 海岸でのドローンレース、实現するとこれ

は注目に値します。はるか上空を飛ぶドロー

ンも魅力的なんですが、地上３メートル付近

の低空を飛行するということもできます。そ

の迫力は身近で見ても観実を引きつけます。

私が期待する世界凧の祭典、10万人の集実を

狙っていくにも魅力的なコンテンツとして誘

致したいものです。 

 そんな話があったら、海岸の利用に当たり、

国に対してや県に対して、ぜひ町の後押しを

お願いしたい。交流人口の拡大をうたってい

る当町において、ソフト事業で大きな魅力の

一つになるとは思いませんか。そういった場

合に、町としてどういったサポートをお考え

でしょうか、お答えください。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 ただい

ま具体的なドローンのご提案をいただきまし

た。 

 そのような調査研究の申し出があれば、必

要に応じて検討してまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 磯貝議員。 

○２番【磯貝幸博君】 具体的な提案があっ

て初めて検討していただけるということでし

たね。イベント事は先んじることが重要だと

僕は考えています。待っていても向こうから

やってくるということはないと思います。こ

れから期待の技術を日本海側で積極的に進め

ていくために、産学官での研究に取り組んで

いただきたい。 

 飛行技術者を養成するドローンスクールは

まだ数が尐なく、飛行区域も尐ないと聞きま

す。積極誘致を期待して、以上で私の質問を

終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【生田勇人君】 この際、暫時休憩い

たします。 

 再開は午後１時といたします。 
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           午前 11時 40分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時 00分再開 

    ○再   開 

○議長【生田勇人君】 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○会議時間の延長 

○議長【生田勇人君】 本日の会議時間は、

議事の都合によりあらかじめ延長いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【生田勇人君】 ご異議なしと認めま

す。よって、本日の会議時間を延長すること

に決定いたしました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【生田勇人君】 それでは、一般質問

を続行いたします。 

 ６番、藤五良信議員。 

   〔６番 藤五良信君 登壇〕 

○６番【藤井良信君】 議席６番、公明党、

藤五良信。 

 平成 29 年内灘町議会３月会議におきまし

て質問の機会を得ましたので、一般質問を行

います。一問一答方式です。 

 私のほうからは、最初に水道事業の強化に

向けた講ずべき施策などお伺いをします。 

 回復の兆しを見せ始めた経済成長の恩恵を

地方や中小企業に広げていくことを目的に、

国では成長と分配の好循環を实現するための

生活密着型インフラ整備が推進をされていま

す。 

 また、自治体の水道施設整備事業でも、水

道管の修理や耐震化対策など改修を担う地域

の中小企業や小規模事業者への経済波及効果

が期待をされています。 

 そこで、町の平成 29 年度予算案に基づき、

水道事業の現状と将来の見通しなどお聞きを

したいと思います。 

 まず、水道施設の適切な資産管理を推進す

る上で欠かすことのできない水道台帳の整備

状況はどのようになっているかお聞きします。

お示しください。 

○議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 水道施設の資産につきましては、昭和 41年

の水道事業創設時より固定資産台帳の整備を

図っており、現在は固定資産管理システムに

より管理、運用を行っております。 

 また、水道管を対象に平成 29年度予算に計

上しております台帳の再構築や利用者の利便

性を高めるための管路地図情報システム導入

でさらなる適正な施設管理に努めてまいりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 日本の水インフラは、

高度成長期の 1970 年代に急速に進んだため、

今後一気に老朽化の波が押し寄せてくると考

えられます。しかし、全国の管路更新率は

0.76％であり、このままのペースでは全てを

更新するまでに 130 年かかるとの見通しが伝

えられております。 

 そこでお伺いしますが、我が町の管路更新

率は何％か。また、早急に更新が必要な鉛管

とアスベストの交換は終えているかどうか。

加えて、それらの更新状況はどのようになっ

ているか、お示しください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 水道管の更新率につきましては、水道管総

延長に対する当該年度更新延長の比率であり、

平成 28年度では総延長約 156キロメートルに

対し更新延長は 1.8 キロメートルで、更新率

は 1.2％となっております。また、耐用年数
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40 年を超えた老朽管延長は約 37 キロメート

ルあり、全体の 24％でございます。 

 次に、鉛管の更新状況につきましては、水

道本管に使用されている管はありませんが、

水道本管から各家庭への給水管として昭和 50

年から約 10 年間使用されていました。現在、

道路内に布設されている件数は約 440 件あり、

今後の水道管更新工事や漏水修繕などにあわ

せて更新を進めていく予定としております。 

 また、アスベスト管である石綿セメント管

の更新状況につきましては、平成８年度より

総延長約 33 キロメートルを対象に更新事業

を進めております。平成 28 年度末には約 30

キロメートル、91％の更新を終え、残り約３

キロメートルを平成 29 年度、30 年度の２カ

年で完了させる予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 昨年の熊本地震では、

耐震化の必要性が表面化しました。管の継ぎ

目に伸縮性を持たせる耐震化を町は今後どの

ように進めるのか、あわせて水道管の耐震化

率はどうなっているか、お示しください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 耐震化状況につきましては、石綿セメント

管更新事業において口径 200 ミリ以上の管路

に耐震管を採用してきましたが、平成 20年度

からは全ての更新管を対象として耐震化を図

っております。 

 また、耐震化率につきましては、平成 28年

度末には総延長約 156 キロメートルのうち耐

震管延長は約 28キロメートルとなり、耐震化

率は 18％でございます。 

 また、今後の耐震化計画につきましては、

石綿セメント管更新事業完了に引き続き、老

朽管更新事業にあわせて实施していく計画で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 水道事業での中長期

的な更新需要と財政収支の見通しを把握する

にはアセットマネジメントが必要であります

が、町のアセットマネジメントでの概要はど

のようなものか、内容などお示しください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 アセットマネジメントとはいわゆる資産管

理であり、持続可能な水道事業を实現するた

め、中長期的な観点に立ち、効率的かつ効果

的に水道施設を管理運営するものでございま

す。 

 町では、平成 27年度にアセットマネジメン

トの基本計画を策定し、施設、設備について

平成 66 年度までの約 40 年間の更新需要につ

いて試算を行いました。更新投資額は 40年総

額で約 45億円、年平均で約１億 1,000万円と

なります。 

 今後、この更新投資額を参考に施設の更新

整備を進めていく予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 このアセットマネジ

メントを实施せずに水道事業の料金値上げを

見送り続けた市町村の中には、更新投資の余

裕がないところもあるとお聞きをします。 

 水道事業の収支悪化は、結果的に漏水事故

の発生を招き、水の安定供給に支障を来すな

ど、住民生活の質の悪化をもたらしてまいり

ます。 

 そこでお伺いをしますが、アセットマネジ

メントの結果に基づく健全な水道事業継続の

ための水道料金を町はどのように設定してい

るか、内容などお示しください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 
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 水道事業は、受益者負担の原則という観点

から、水道料金を主な財源として経営を行っ

ております。安心・安全な水道水の安定供給

を図るため、事業経営の効率化を進めるとと

もに、施設の計画的な建設、改良、再構築の

实施が不可欠であります。 

 今後、健全な経営に努めていく中、給水量

の減尐やさらなる設備更新を進める場合には、

料金体系を含めた料金改定も視野に入れる必

要があると考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 アセットマネジメン

トの結果に基づいて施設更新の今後の見通し

などについてお示しください。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 施設更新につきましては、平成 29年度に設

備の更新、施設耐震化基本計画を策定するた

め予算計上しております水道施設整備計画調

査事業を实施する計画であります。その中で

石綿セメント管更新事業が完了します平成 31

年度以降に施設更新事業を進める考えでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 次の質問に移ります。 

 ＥＳＤ推進の取り組みについてでございま

す。 

 2012年に内灘町の全小中学校が認定を受け、

加盟をした持続可能な開発のための教育、い

わゆるＥＳＤを推進するユネスコスクールで

ございます。 

 以前にこの場で私からも提案をさせていた

だいたこのユネスコスクールでございますが、

今、学校から地域へと、また地域から世界へ

とその輪のつながりが広がりつつあります。 

 そして、このほど福岡県大牟田市では全市

立学校がユネスコスクールに加盟をした 2012

年１月 17 日を大牟田市ユネスコスクールの

日と制定をしております。こういったユネス

コスクール記念日を定めた自治体は世界でも

珍しく、今後は記念週間などを設け、ＥＳＤ

の発展を推進していくとのことでございます。 

 そして、このＥＳＤでは、他人や社会、自

然環境との関係性を認識し、かかわりとつな

がりを尊重できる個人を育むことが理念とし

て掲げられています。また、その实践は学校

や地域の特色を生かしたものが多いようです。 

 そこで、ここは我が町の学校と地域とのか

かわりやつながりを考えながら、地域からの

ＥＳＤ推進を考えてみたいと思うわけでござ

います。 

 ここはそういったことからの町の現状から

の取り組みではどのようなものがあるか、お

示しください。また、町が考える新たな施策

推進や課題などお聞きをしたいと思います。

お答えください。 

○議長【生田勇人君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 ＥＳＤとは、環境

や平和などのさまざまな地球規模の課題を身

近なところから取り組み、持続可能な社会を

創造していくことを目指す学習や活動とされ

ています。 

 本町では、平成 23年度に全小中学校がユネ

スコスクールに認定され、省エネ活動、異文

化理解活動及び地域交流活動などを行ってい

るところです。課題として、未来に生きる子

供たちには国際理解教育としてのグローバル

人材育成の視点は重要であると捉えておりま

す。 

 次期学習指導要領では小学校の英語が正式

に教科となり、５、６年生で年 70単位時間設

けられることになります。本町ではこれに先

立ち、西荒屋小学校において英語教育活動を

ことし４月から取り組む予定です。これまで

の外国語活動に加え、外国人と触れ合う体験
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活動の時間をふやすなど、国際的視野を広げ

る活動を行うこととしております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほどはグローバル

人材の育成というお話でございましたが、本

当は具体的にもっとお話ししていただければ

よかったかなとちょっと感じました。 

 今ほどのこの大牟田市では、世界遺産に登

録された三池炭鉱の宮原坑のガイドを児童が

務めるボランティアガイドや、野生の動植物

が生息するビオトープの環境教育など、さま

ざまな实践が行われております。 

 また、市全体の取り組みとして小学生以上

の児童生徒を対象に、大牟田の自然や伝統文

化を学ぶ子ども大牟田検定を实施し、大牟田

市ユネスコスクール子どもサミットも開催が

されています。 

 我が町内灘も、白山、手取川を源流とし、

蛇持を形成する砂丘の名所や内灘遊園、内灘

闘争、河北潟埋め立ての歴史や多くの文人と

のかかわりなど、故郷を愛し、残しゆくべき

ものには事欠かないところでございます。 

 そこで、ここでの私からは、子どもうちな

だ検定の導入を提案したいと思いますが、町

のお考えなどお示しください。 

○議長【生田勇人君】 上出功生涯学習課長。 

   〔生涯学習課長 上出功君 登壇〕 

○生涯学習課長【上出功君】 ただいまのご

質問にお答えいたします。 

 内灘町では、町民の皆様の生涯学習の推進

を図るため設置されております内灘町学びの

風推進協議会において、平成 26年に、楽しく

町の歴史や自然を知ることができるうちなだ

検定を考案いたしました。 

 これまでの取り組みといたしましては、こ

のうちなだ検定を全ての公民館で学習会や研

修会などで活用していただけるようお願いし

ているところであります。また、子供向けに

作成いたしましたものを昨年９月に２校の小

学校で試行いたしております。全問正解者に

は合格証と記念品を進呈したところでござい

ます。 

 今後も、内灘町の子供たちが楽しく学びな

がらふるさと愛を醸成できるよう、子どもう

ちなだ検定の導入に向けて内容の充实に努め

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、最後の質問と

なります。 

 今ほどからの学校と地域とのつながりを着

眼点とするＥＳＤ推進の取り組みとして、こ

こは冒頭も申し上げましたけれども、内灘町

ユネスコスクールの日の制定を私からはここ

で提案をしたいと思いますが、町のお考えを

お示しください。 

○議長【生田勇人君】 上出勝浩学校教育課

長。 

   〔学校教育課長 上出勝浩君 登壇〕 

○学校教育課長【上出勝浩君】 ただいまの

質問にお答えします。 

 ＥＳＤ先進地の大牟田市では、これまでの

学校中心の取り組みから、ユネスコが求めて

いる学校を拠点とした地域活動へと発展させ

る狙いがあると聞いております。 

 内灘町ユネスコスクールの日の制定につい

ては、先進事例を参考に調査研究してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 この大牟田市のユネ

スコスクールの日は、世界的にも大変事例の

ない珍しい取り組みというふうに聞いており

ます。实現ができれば世界で２番目というこ

とになろうかと思うんですが、ひとつまた前

向きに検討をよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 以上です。ありがとうございます。 

○議長【生田勇人君】 ８番、北川悦子議員。 



 －34－ 

   〔８番 北川悦子君 登壇〕 

○８番【北川悦子君】 議席番号８番、日本

共産党、北川悦子です。 

 一問一答方式で質問します。 

 今回は、障害のある人たちの思いと支援策

について、子育て支援の充实を、地域経済の

活性化をの３問を質問いたします。 

 最初に、障害のある人たちの思いと支援策

についてお尋ねをします。 

 皆さんの記憶にも残っていると思います。

昨年７月 26日、神奈川県相模原市の知的障害

者施設津久五やまゆり園で悲しい事件が起こ

りました。容疑者は意思疎通のできない入所

者を殺害する目的で、当時 19 歳から 70 歳だ

った男女 19 人を殺害、24 人に約９日から６

カ月の重軽傷を負わせたほか、通報などを防

ぐため職員５人の両手首を結束バンドで縛り、

うち２人にけがをさせた事件です。 

 また、障害のある人にとり身近でよき理解

者であってほしいと願う施設の職員たち。容

疑者が同じ施設の元職員であったことは本当

にショックな出来事でした。 

 容疑者は、最近の報道によれば、９月から

２月 20日までの約５カ月間、精神鑑定のため

鑑定留置をしていましたが、横浜地検は２月

24日、元職員を自己愛性パーソナリティ障害

が判明したとしましたけれども、事件当時、

完全責任能力があったと判断し、殺人罪で起

訴したと報道されておりました。 

 また、ＮＨＫの「クローズアップ現代」で

２月 27 日、障害者殺傷事件その後「19 のい

のち」、生きた証しサイトに 17万人の反響と

特集されていました。 

 「娘は一生懸命、生きていました」「生き

ることのすばらしさ、価値を教えてくれまし

た」「まとめるのではなく、ただ“誰をも排

除しない”」「互いに分かり合える努力を続

ける」、そういうふうに番組は結ばれていま

した。 

 また、親の会の会報によりますと、事件を

知った障害のある人、本人の手記が掲載され

ていました。一部を紹介します。 

 どんな人間にもその人にしかない使命が

あります。そして、僕たち障害者には普通

の人にはない可能性と使命があります。本

当に可能性と使命を持って生まれてきた命

が奪われるほど悲しいものはありません。

二度と事件が起きることのないよう一人一

人が心を一つにしてよりよい社会づくりを

していきましょう。そうすれば、どんな人

であっても過ごしやすい社会が必ず实現す

ると信じています。 

 事件から半年以上経過しました。この間、

人々はこの事件から、障害とは何だ、共生の

社会とはどんな社会だ、施設のあり方や生き

ること、人間とはと、たくさんの問いかけを

してきたと思います。 

 事件に遭遇して命を奪われた人たちの声、

また今でも恐怖の中にいる人たちを思うとき、

障害のある人たちの思いに寄り添った行政が

できる支援策を再度振り返るときにすること

が大事ではないでしょうか。障害のある人た

ちにとって優しいまちは誰にとっても住みや

すく、優しいまちと言えるからです。 

 障害のある人は特別な存在ではありません。

なぜなら、日本人の約 17人に１人に障害があ

り、発達障害や難病を入れると 10 人に１人、

障害当事者やその家族は５人に１人と言われ

ています。きっと皆さんの周り、知人、そし

てまた介護を必要する人たちも入れれば、身

近にそうした人たちが暮らしているのではな

いでしょうか。 

 平成 24 年 10 月施行の障害者虐待防止法、

平成 28年には４月に障害者差別解消法、平成

28年に成立した成年後見制度促進法と各法律

が施行されてきました。町の取り組みの現状

はどのようになっていますでしょうか、お尋

ねしたいと思います。 

○議長【生田勇人君】 岩本昌明福祉課長。 

   〔福祉課長 岩本昌明君 登壇〕 
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○福祉課長【岩本昌明君】 北川議員のご質

問にお答えいたします。 

 初めに、虐待防止法の施行後の取り組みで

ございますが、福祉課内に設置した障害者虐

待防止センターで受け付けた通報事例は４件

でございました。なお、石川県障害者虐待対

応専門チームの派遣依頼事例は当町にはござ

いません。 

 次に、障害者差別解消法の取り組みでござ

います。今年度中に職員対応要領を策定し、

４月からの施行に向け準備を進めているとこ

ろでございます。 

 最後に、成年後見制度利用促進法の取り組

みでございますが、町では平成 24年度から低

所得の障害者に係る成年後見人等への助成を

行う成年後見人利用支援事業を行っていると

ころです。なお、施行後では当該事業の対象

事例はございません。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 障害者虐待防止法に

は虐待防止センターを設けて４件、件数があ

ったということでした。まだまだ知らない方

と、あと虐待を虐待と思っていらっしゃらな

いというか、なかなか難しいところで、そう

いう虐待を受けた場合に、それが虐待であっ

たというような本人自身が思うのかどうか、

感じるのかどうかというふうなところも難し

いところがあるかと思いますので、それから

４月からまた差別解消法等についても取り組

んでいかれるということですので、本当に障

害のある人たちに寄り添って、ぜひこうした

取り組みが皆さんのものになるように、よろ

しくお願いをしていきたいなというふうに思

っております。 

 次に、自立支援協議会についてお尋ねをし

たいと思います。 

 自立支援協議会、これは平成 24年からです

か、設置要綱をちょっと読ませていただくと、

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

援するための法律に基づき、障害者の地域に

おける生活を支援するため、相談支援体制を

初め地域の障害者福祉に関するシステムづく

りを進めることを目的に、内灘町自立支援協

議会を設置すると。そして、主な内容として、

相談支援事業に関すること、障害福祉に関す

る困難事例への対応のあり方、地域の関係機

関によるネットワーク構築に関すること、障

害者計画及び障害者福祉計画の進捗状況の把

握及び助言に関すること、その他障害福祉に

必要な事項というようなことが述べられてお

りますけれども、現在、どのような動きと経

過、またどのような方向に自立支援協議会を

持っていこうとされているのか、お伺いした

いと思います。 

○議長【生田勇人君】 岩本課長。 

   〔福祉課長 岩本昌明君 登壇〕 

○福祉課長【岩本昌明君】 お答えいたしま

す。 

 自立支援協議会は、北川議員も今し方おっ

しゃったとおり、地域における障害者等への

支援体制に関する課題について情報を共有し、

関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、

地域の实情に応じた障害者の方への支援体制

の整備を図るために定期的な協議の場として

設置されるものでございます。 

 町では 24年度に設置し、以後年間一、二回

のペースで開催しており、町障害福祉計画や、

直近では３月１日に開催された会議で障害を

理由とする差別の解消の推進に関する職員対

応要領案に対してご意見を伺っております。 

 また、相談者支援事業所連絡会や各障害者

団体などから課題や情報が寄せられた場合、

自立支援協議会で検討や情報共有を行ってい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 大阪の堺市では、自

立支援協議会に本人部会をもって月１回集ま

り、行政からわかりやすく説明してもらい、
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自分たちのことは自分たちで考えていこうと

した取り組みがされていると聞きました。知

的障害の場合は代弁者として親が役割を担う

ことが多くなっています。本人みずからの考

えを聞くことも大切ではないでしょうか。 

 内灘町障害者計画 2018、第５期内灘町障害

福祉計画など策定計画の際、障害のある人も

ない人もともに安心して暮らせる内灘町を願

い、本人の願い、意見を出し合える場を設け

ることはできないでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 岩本課長。 

   〔福祉課長 岩本昌明君 登壇〕 

○福祉課長【岩本昌明君】 お答えいたしま

す。 

 町では、自立支援協議会において、障害福

祉計画や各種障害福祉政策に対する障害者の

方々のご意見を集約する場として活用させて

いただいております。 

 また、自立支援協議会の委員には障害者団

体の代表者、障害者のご家族に加えて障害者

の方もおいでになり、障害者の目線で発言を

いただいているところでございます。 

 このように障害のある人たちの思いを自立

支援協議会において反映しておりますので、

本人部会を設置する予定はございません。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 本人部会の設置はな

いということですが、どんな障害があるかに

よって自分自身で意見を述べることもできる

人もいますし、どういうふうに表現していい

のかわからない知的障害の場合もありますし、

そういうようないろんな障害者のどんな障害

を負っているかによって変わってくるかと思

いますので、その辺のところはまた検討され

て、いろんな障害のある人たちが入れるよう

な場も設けてほしいなというふうに思ってお

ります。 

 例えば、ほのぼの湯が新築されました。ほ

のぼの湯ができたときに、ほのぼの湯の前の

ほのぼの湯のときに入り口が変わったときに、

ある視力障害の方からこんなことを言われま

した。「今までは自分がいつも通っていたの

で、自分の目印にするところを決めていた。

ところが、入り口が反対になってしまったら

どんなふうになるのか、自分の頭の中で描け

ない」というようなことで、私、いろいろ説

明をして、そんなら安心だというようなこと

がありました。 

 今度新しくなったほのぼの湯に対して、い

ろんな障害の方たちにとって使いやすいのか

どうか、その辺のちょっとした支援とかそう

いう団体の方たちと一緒に含めて、こうした

ときにはこういう目印でこうするといいのよ

というような、そういうような配慮もあって

もいいのかなというふうに思いますので、そ

ういうことも含めて本人部会のような自立支

援協議会の中でまた討議なんかをしていただ

けたら、身近に具体的に案が出てくるんじゃ

ないかなというふうに思いますので、いかが

でしょうか。 

○議長【生田勇人君】 岩本課長。 

   〔福祉課長 岩本昌明君 登壇〕 

○福祉課長【岩本昌明君】 お答えいたしま

す。 

 今し方、北川議員がおっしゃいました視覚

に障害がある方の福祉センターへ通っている

事例につきましては当方のほうで把握をして

おります。新しくなった場合に非常に不安だ

ということで、善後策をどのようにするかと

いうことは昨年の段階から検討を今している

ところでございます。 

 同じように、障害の程度にあっていろんな

意見につきましては、自立支援協議会の中で

提案があれば、その中で検討を今現在もして

いるところでございますので、このようなこ

とがあれば今後とも自立支援協議会の中でこ

れまでどおり検討させてまいりたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 
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○８番【北川悦子君】 わかりました。 

 自立支援協議会がいろんな方たちの声がも

っと届くように、活発になるようになればい

いなというふうに思っております。 

 最後に、移動支援のことについてお尋ねを

したいと思います。 

 移動支援の中に個別支援とグループ支援と

いう支援の仕方があります。内灘町にはグル

ープ支援が認められておりません。近郊の金

沢市、津幡町、かほく市、野々市市、白山市

等、周りの市町村にはグループ支援が認めら

れております。例えば余暇活動として、カラ

オケへ行きたい、ハイキングを計画して、そ

うしますとその時間を支援者と本人で１対１

で行くというようなことになりますけれども、

そこにグループ支援が認められていれば、１

対１ではなくて何人かと一緒に支援の方も複

数でというような対応でできるかなと思いま

す。そうすれば、障害にもよりますけれども、

楽しさが増すのではないかというふうに思い

ます。 

 それともう一つ、親たちが連れていけばい

いんじゃないかというご意見もあるかと思い

ますけれども、だんだん高齢になってくると

一緒に行動というのはだんだん難しくなって

くるというようなこともありますので、内灘

町でもぜひグループ支援を实施できるように

してほしいと思うんですが、この点について

はいかがでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 岩本課長。 

   〔福祉課長 岩本昌明君 登壇〕 

○福祉課長【岩本昌明君】 お答えいたしま

す。 

 北川議員が今し方言いましたとおり、移動

支援は地域生活支援事業の中のサービスの一

つで、個別支援とグループ支援の２種類がご

ざいます。 

 この地域生活支援事業は、地域の实情に応

じて自治体がおのおの行う事業でございます。 

 グループ支援については、何人の方が、ど

のような目的や形態でこの支援を必要とされ

ているか。現在实施している自治体の事例も

参考にして調査研究してまいりたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ他町にできてで

きないというようなサービスはないかと思い

ますので、ぜひ検討されてグループ支援を实

施できるようにしてほしいなというふうに思

っております。 

 次に、子育て支援の充实についてお尋ねを

したいと思います。 

 子供の医療費は、小学生以上、限度額が

1,000円の自己負担は残っていますけれども、

就学前までは現在無料に、そして 18歳の年度

末まで 500 円で受診できるようになり、大変

子育て中の親には喜ばれております。 

 国のほうは、自治体独自の子供の医療費助

成の窓口無料化に対してペナルティをかけて

おります。皆さんの声に押されてこのペナル

ティ、国保の減額調整を設けていましたけれ

ども、これを廃止に向けて検討しているとい

うふうに聞いております。ところが、これは

就学前まで、来年度、18年度からの予算だと

いうふうに聞いております。 

 18歳までペナルティもなく、また国の予算

が加われば、18歳までの窓口無料化も近いと

いうふうに思いますが、来年度になればペナ

ルティ、就学前まで廃止ということになれば、

それだけでも上乗せして小学校２年生、３年

生と窓口無料の学年がふえていけばいいなと

いうふうに期待をしておりますので、よろし

くお願いをしたいと思います。 

 また、町の本年度予算には多子世帯へ保育

料、学童保育料の軽減策も上げられています。

就学援助制度については、国は 17年度から国

庫補助の対象である生活保護世帯と同程度に

困窮している世帯、要保護世帯に対する就学

援助のうち、新入学児童生徒に対する入学準
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備費用の国の補助単価が約２倍に引き上げら

れ、小学生は現在の２万 470 円から４万 600

円に、中学生は２万 3,550 円から４万 7,400

円となっています。 

 そこで、要保護に準ずる程度に困窮してい

る世帯、準要保護世帯の就学援助額について

も、新入学費用の高騰に対応した補助単価の

引き上げが必要と思います。 

 町でも同じように引き上げをすべきではな

いでしょうか、お尋ねをしたいと思います。 

○議長【生田勇人君】 田中義勝教育部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 お答えいたしま

す。 

 文部科学省から本年１月 30 日付の通知で、

要保護世帯の就学援助費の入学準備費用引き

上げの連絡がございました。 

 準要保護の引き上げについては、県内自治

体の動向を調査し、検討してまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 全国では準要保護世

帯にも適用しているところが出てきておりま

す。適用した場合には、人数、財政負担はど

れぐらいになるものでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 小学校新１年生

の対象は把握できないため、平成 28 年度の

30人といたしまして、中学校新１年生は現在

小学校６年生の就学援助費受給者の 31 人と

仮にいたしまして、合わせて 61名となります。

その場合、負担額は国と同額とした場合、お

おむね 130万円増加することとなります。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 130 万円というよう

なことですので、ぜひ準要保護世帯にも实施

していただきたいなと思っています。 

 それとつけ加えて、準要保護世帯に対する

国の補助は 05 年に一般財源化されて廃止を

されているわけですね。準要保護世帯への補

助の復活を皆さんとともに求めていきたいな

というふうに思っております。そうすれば、

財政のことを考えなくてもしやすく、半分ほ

どで済むかと思いますのでしやすくなるんじ

ゃないかというふうに思っています。 

 ぜひ实施に向けて努力をしていただきたい

なというふうに思います。 

 もう一つ、入学準備金をたびたび訴えさせ

ていただいております。せめて３月までに支

給できないでしょうか。かほく市も津幡町も

支給を決定しております。 

 よその県ですが、12月に支給されていると

ころがありまして、制服が注文できたと大変

喜んでいらっしゃいました。本当に制服なん

かも高いですので、ぜひ年度内にというふう

に思いますが、この点は検討に検討を重ねて、

その結果どうでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 入学準備費用の

入学前支給については、これまでも何度か議

員からご質問いただき、検討させていただい

ております。 

 ３月支給を行う県内自治体がふえていると

のことですが、本町としては引き続き検討し

てまいりたいと考えております。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 小中一度にというこ

とが難しければ中学校からということも考え

られるかと思いますので、本当に準備するの

に大変だと思いますので、ぜひ年度を越えな

いうちに支給をという努力をしていただきた

いと思います。 

 次に、学校給食について質問します。 

 全額助成して無償にしているところが全国

的にも広がっております。中能登町では昨年

から第２子から無料制度を实施しております。
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全国的には小中学校全額免除のところとか、

多子世帯に対して第３子以降免除、第２子以

降補助などさまざまです。広がってきており

ますが、学校給食に対する町の考えをお伺い

したいと思います。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 町では、平成 28

年度約１億 4,000 万円の食材費を給食費とし

て保護者から負担していただいております。

経済的に困難な家庭に対しては就学援助費と

して給食費の約６割相当を支出し、負担軽減

を図っております。 

 給食費の無償化については、实施する考え

はございません。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 子供の貧困が問題視

されている今、やはり就学援助制度の中の給

食費にしましても 100％援助をしているわけ

じゃなくて、今お答えありましたように６割

と。100％援助しているのは県内で２カ所ぐら

いだと思います。 

 そういうことを考えますと、やはり給食費、

段階的にも補助を考えていくときじゃないか

なというふうに思います。多子世帯の方など

を考えますと本当に大変ですので、ぜひこの

辺も考慮していただきたいと思います。いか

がでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 尐し重複します

けど、今いただいているのは食材費のみでご

ざいまして、今のところ給食費の無償化につ

いては实施する考えはございませんので、ご

理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 最後に、地域経済の

活性化についてお尋ねしたいと思います。 

 地域経済の活性化のために、再度、住宅リ

フォーム助成制度をと訴えたいと思います。 

 これまで３回ほど、昨年も８月に元気内灘

住宅リフォーム助成制度が实施されました。

今まで实施してきて現在までの住宅リフォー

ムの件数、工事費総額、経済効果、また募集

を始めてから終了までどれぐらいの期間で予

算額がなくなってきたのか、お尋ねしたいと

思います。 

○議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 平成 26年度の申請件数は 217件、助成額は

3,970 万円、工事総額は３億 450 万円、経済

効果は３億 2,250万円でございます。平成 27

年度は、申請件数 105件、助成額 1,960万円、

工事総額は１億 5,020 万円、経済効果は１億

6,980万円でございます。平成 28年度は、申

請件数 55件、助成額 990万円、工事総額 8,220

万円、現時点での経済効果は 9,200 万円を見

込んでおります。 

 また、募集から終了までの期間につきまし

ては、平成 26 年度は９カ月、27 年度は６カ

月、28年度は３カ月となっております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 平成 26年度は９カ月、

最初だったので、あとどれだけの予算でとい

うところもあるかと思いますので一概には短

いからということもないかと思いますが、だ

んだんだんだん浸透してきて住宅リフォーム、

今回もやっているのとか、そういう問い合わ

せを受けたりします。 

 いろんな声を聞いたりします。リフォーム

をする場合に、やはり建てたところの住宅会

社にお願いする方も多いかと思います。同じ

税金を払っているのに何か変ねとか、瓦を見

てもらって直そうと思ったけれども 50 万円

もかからなかったとか、年金暮らしで利用で

きるような工事費額をもっと下げてほしいと。

50 万円以上じゃなくて 20 万円でも、尐し直

して安全で暮らしやすいそんなふうにできな
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いものか。助成額も２割負担、限度額 20万円

でなくて、10％にしてでも、そういうふうに

地域の事業者の方と町民の方たちがつながり

を持って、ちょっと傷んだときに直してと言

えるようなそんな関係が町の中にどんどんで

きてきたらいいなという思いで、再度、住宅

リフォーム助成制度をもう尐し工事費額を、

経済効果のことを考えると尐なくなるかもし

れないけれども、工事費額を下げて取り組む

ことはできないか、お伺いしたいと思います。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 今現在、住宅リフォーム助成を平成 29年度、

する予定はございません。しかし、地域経済

の状況を見まして、検討したいと考えており

ます。 

 また、助成金額の 10万円にするとかそうい

うことにつきましては、今後その時点で検討

したいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ来年度、29年度、

实施できるように、皆さんが使いやすいよう

に検討していただくよう願って、私の質問は

終わります。 

○議長【生田勇人君】 １番、米田一香議員。 

   〔１番 米田一香君 登壇〕 

○１番【米田一香君】 皆さん、こんにちは。

議席番号１番、米田一香です。 

 通告に従い、本日は３つの質問を予定して

おります。順番が前後しますが、１つ目は社

会インフラの整備と維持管理について、２つ

目は役場敷地内の受動喫煙防止について、３

つ目は食物アレルギー対応についてです。 

 町長初め執行部の皆様におかれましては、

わかりやすいご答弁をいただけますようお願

い申し上げ、早速、質問に入らせていただき

ます。 

 まず、社会インフラの整備と維持管理につ

いてお伺いいたします。 

 昨年３月会議でも述べさせていただきまし

たが、我が国では戦後の復興期から 1960年代

の高度成長期にかけて、また 1990年代のバブ

ル経済崩壊後の経済対策を通じ、社会資本の

集中的な整備が行われ、学校、公民館などの

公共施設や道路、上下水道などの社会インフ

ラが整備されてきた経緯がございます。当町

においても、住宅団地の造成に伴い、公共施

設、インフラ資産の整備が進められてまいり

ました。 

 太田議員の質問でもございましたが、近年

はこれらの社会インフラは着实に老朽化し、

大量の更新が必要となる時期を迎えておりま

す。また、更新といった老朽化対策だけでは

なく、統廃合や長寿命化、さらには近年の災

害対策の観点からも耐震化といった安全性の

向上が求められております。 

 これからも時代に即した安全・安心で住み

よいまちづくりを健全な財政運営のもとで進

めていく上では、こういった既存の社会イン

フラのマネジメントが大変重要であります。 

 恩道議員の質問に対する答弁でも、町では

今後、高齢化に伴う社会保障費の推移が見込

まれることから、効率的な財政運営を進めて

いく必要があるとお答えいただきました。そ

のためにも、長期的な視点を持って社会イン

フラのマネジメントに取り組むことで、財政

負担の軽減や平準化を図りつつ、公共施設な

どの適切な配置、質の高い住民サービスの維

持を实現するために公共施設等総合管理計画

を策定することとなっております。 

 12月会議でこの公共施設等総合管理計画の

一部概要が示されましたが、これまでに計画

策定後の具体的な活用についての質問に対し、

策定した計画に基づき、施設の大規模修繕や

統廃合、建てかえなど、今後の町の中長期の

事業实施計画に反映させる。この中長期の事

業实施計画については今後検討するというふ
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うにお答えいただいておりますが、予定では

今年度で公共施設等総合管理計画の策定が完

了すると伺っておりますので、そろそろこち

らの中長期の個別の事業实施計画の検討も進

めていることかと思います。 

 前回も申し上げましたが、公共施設等総合

管理計画は計画の策定がゴールではなく、そ

れを活用することに意義があります。公共施

設等総合管理計画は、マネジメントの基本方

針ですが、これを反映させる中長期の事業实

施計画ではどこまで具体的な内容が施設ごと

に示されるのでしょうか。 

 町の財政状況を踏まえつつ、今後の具体的

な活用について、今年度中に策定予定の公共

施設等総合管理計画の進捗状況及びその内容

とあわせてお答え願います。 

○議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 内灘町公共施設等総合管理計画でございま

すが、昨年の 12月会議におきましてその概要

をご説明いたしました。現在、策定作業を終

え、今３月会議で議員の皆様にお示しいたし

ます。 

 計画期間を平成 29年度から 10年間として、

対象施設を公共建築物や道路、橋梁、下水道

施設など、町が所有、管理する全ての公共施

設などとしております。 

 内容でございますが、公共施設などの効率

的な維持管理や再配置を实現するために現状

と課題を整理し、町全体として総合的、統一

的な基本的方針及び関連施設ごとの管理に関

する基本方針を定めております。 

 今後は、今回策定した計画の基本方針をも

とに、町の財政状況も踏まえ、中長期の事業

計画と整合性を図りながら、施設の更新など

を進めてまいります。 

 なお、個別計画につきましては、今後、議

会にお示しして進めていく予定でございます。 

 今の計画につきましては全体の計画でござ

いまして、個別計画というのがまた別に今後

つくるという計画でございます。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 今ほどの説明では、

この公共施設等総合管理計画を反映した個別

的な、具体的な計画をこれからつくっていく

ということですけれども、この計画ではどこ

まで具体的な内容が施設ごとに示されるのか

ということもあわせて教えていただけたらあ

りがたいなと思ったんですけれども。 

 次の質問に入りますけれども、基本方針が

決まり、これから具体的にこの計画で施設ご

との個別計画がつくられていくんですけれど

も、具体的にわかりやすい、先の見通せる計

画にしていただきたいなと思っています。 

 町では積極的に耐震化などいろいろな更新

を進められていることと思いますが、ことし

１月７日の北國新聞の記事によりますと、法

定耐用年数を超える水道管の比率は県内の 18

市町では内灘町が 28％と最も高いことが報告

されておりました。今後も計画的に、持続可

能な維持管理を求めるわけでございますけれ

ども、ここで改めて町の情報公開のあり方に

ついて問いたいと思います。 

 と申しますのも、１年前の一般質問で、公

共施設ごとの施設老朽化比率などの指標の公

開を求めましたところ、町では全ての公共施

設の設備を含めた取得価格の把握は難しく、

施設の老朽化比率は町の实情に即したものと

ならず、公開することで混乱を招く可能性が

あることから内部資料としたいというふうに

お答えをいただきました。 

 そこで私は、出せる施設の資料に関しては

ぜひともホームページ上での公開を要望しま

したところ、公開しても大丈夫なものは公開

したいというふうに答弁をいただきました。

しかし、その後、よくよく考えてみますと、

公開できない施設の資料というのは存在する
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のでしょうか。 

 町民の皆様が自分たちの財産、町の財産で

ある公共施設の情報を知ることができない。

それもわかりにくくて混乱を招くからという

理由で公開しにくいというのは、やはりおか

しいのではないでしょうか。 

 家庭だったら、自分の家の財産は把握する

でしょうし、会社であっても例えば株主の方

に対しては資産を提示すると思います。 

 私たちが税金を納めています。その資産の

情報すら得ることができない。それははっき

りと申し上げまして、おかしいことだと思い

ます。 

 前回も申し上げましたが、わかりづらい情

報というのは、わかりやすく提示するのが行

政の役目ではないかと思いますし、混乱を招

くから公開をしないというのは、やはり行政

の怠慢ではないでしょうか。 

 公共施設等の老朽化対策といった課題が生

じる中、総務省の地方財政の健全化及び地方

債制度の見直しに関する研究会が平成 27 年

12月にまとめた報告書では、地方財政の健全

化に向けて、今後の財政分析のあり方として

３つの提言をしています。 

 １つ目は、地方公会計による指標の追加と

して、資産老朽化比率及び債務償還可能年数

の財政状況資料集への追加を検討すべきであ

るということ。２つ目は、２つの指標の組み

合わせによる分析の必要性として、将来負担

比率と資産老朽化比率の組み合わせ及び将来

負担比率と实質公債費比率の組み合わせの財

政状況資料集への追加を検討すべきであると

いうこと。３つ目は、既存指標の分析、活用

の促進として、経常収支比率及びその内訳の

経年比較や類似の自治体間による分析をさら

に推進するべき。この３つであります。 

 このうち、２つ目の提言、将来負担比率と

資産老朽化比率の組み合わせによる財政状況

の分析について詳しく説明しますと、将来負

担比率は地方交付税の算定基準額となる標準

財政規模等に対しまして、地方債の残高や職

員の退職手当支給予定額などの将来負担額が

占める割合です。この割合には、公共施設の

更新経費などは含みません。そのため、この

将来負担比率を改善しようとすると、自治体

はどうしても投資的経費を抑制する傾向にな

るというふうにされています。 

 高齢化の進展に伴い、社会保障関係費が今

後膨らむことによって投資的経費を削減する

傾向が強まるおそれもあり、社会インフラの

老朽化対策が先送りされれば、結果的に後々

にかかる修繕費、対策費が大きく膨らみ、長

期的に見ると財政状況をより悪化させる可能

性があります。 

 このため、適切に改修や更新を行っている

かを同時に確認するために、資産老朽化比率

も勘案する必要があると言われています。 

 資産老朽化比率とは、公共施設の取得金額

に対する減価償却累計額の割合です。例えば、

施設の取得金額が１億円で、減価償却額が

5,000 万円なら、その老朽化比率は 50％とい

う計算になります。今後は、老朽化比率を判

断材料にして優先的に老朽化対策を实施する

施設などを決めるようにするよう国も推奨し

ています。 

 このように、これからは将来負担比率と老

朽化比率を組み合わせた財務分析が必要であ

り、私たち町民も今後の厳しい財政状況が予

測される中、こういった視点で行政運営を監

視しながら積極的にまちづくりにかかわって

いく必要があります。 

 社会インフラの老朽化の比率を財政運営に

反映させる枠組み、もしくは公共施設等総合

管理計画策定後の中長期的な個別の具体的事

業計画にしっかりと記載することができれば、

老朽化対策を後回しにしにくくなり、将来の

財政負担を抑制するための維持、修繕や更新、

統廃合をエビデンスに基づいて計画的に实施

することができると考えます。 

 私たち町民が、町のことを知ろうとする意
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欲を高めることは、積極的なまちづくりへの

参加の意欲を高めることにつながると思いま

すので、いま一度、施設老朽化比率などの指

標の情報公開をお願いしたいと思います。 

 また、情報公開の一つの方法として、イン

フラの整備や維持管理に係る費用をわかりや

すく提示してはいかがでしょうか。具体的に

は例えば愛知県の東浦町では行政コスト表示

板というものを作成しています。町長のホー

ムページによりますと、町の行政活動にかか

る経費をわかりやすい形で表示することによ

り、情報公開の徹底と行政の透明性の確保を

図り、住民の皆様への説明責任を果たすとと

もに、職員のコスト意識と住民の行政に対す

る理解と関心を高めることを目的として、町

内の主な施設と町が实施する工事現場などで

行政コストを表示しているとのことです。 

 川口町長、すばらしい取り組みだと思いま

せんか。保育所や公民館などの公共施設に、

施設の年間管理費と住民１人当たりの費用負

担額が表示されていましたし、また、町が補

助するイベント等にも費用と住民１人当たり

の費用負担額が表示してあります。それから、

工事等に使用する看板には、工事の名前、業

者の名前、期間などが表示してあると思いま

すけれども、そちらに工事の額と１人当たり

の費用を記載してはいかがでしょうか。 

 以上より、町民の知る権利を保障するため

に、施設ごとの老朽化比率等の具体的な指標

を提示すること。また、先ほど具体例を挙げ

た住民への周知方法に取り組むこと、この２

つについてお答えをお願いします。 

○議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 昨年３月会議で米田議員のご質問にお答え

いたしましたが、施設の老朽化比率は毎年の

減価償却費の累計額を施設の取得額で割り返

して算出するものでございます。 

 町の公共施設の中には取得価格の把握が難

しい施設もあり、総務省の指針に基づく標準

価格から算出する場合もございます。したが

いまして、必ずしも町の实情に即したものと

はならず、米田議員も今ほどおっしゃってお

りましたけれども、公開することでかえって

混乱を招く可能性があると考えております。 

 このことからも、老朽化比率という指針に

はとらわれず、今ほど議員からご提案があり

ましたインフラの整備費用や施設の維持管理

費など、町民の皆様にわかりやすい情報の提

供に努めることで、町の公共施設を長く大切

に使用していただけるようにしたいと考えて

おります。 

 なお、その周知方法につきましては、施設

にパネルを張るなどのご提案がありましたが、

町の広報やホームページを活用するなど、よ

り効果的な方法を今後検討してまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 ぜひとも今後も適切

な情報公開の方法を検討していただければと

思いますし、難しい指標、表示しにくい指標、

わかりやすい指標になるようでしたら、標準

価格を使用していますというふうに一言書く

であるとか、これは表示できませんとはっき

り書くとか、そういった提示の方法もあると

思います。わかりやすいから出しませんとい

うのは、それは町民の皆様に対して失礼では

ないかなと思います。 

 ちゃんと書いてあれば、町民の皆さんも、

わかりやすい、实情に即していない資料なん

だなというふうにわかるのではないかなと思

います。 

○町長【川口克則君】 ちょっといいですか。 

○１番【米田一香君】 いいです。 

 検討のほど、よろしくお願いいたします。 

 次に、役場庁舎内の受動喫煙防止について

の質問に移りたいと思います。 
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 改めまして、１月の内灘町長選挙において

再選を果たされました川口町長におかれまし

ては、まことにおめでとうございます。 

 ここで、川口町長には、ご自身の健康にも

留意していただきながら、４年間全力で輝く

内灘町づくりに取り組んでいただきたいとい

う思いを込めまして、国が掲げる持続可能で

地域特性を生かした健康なまちづくりの实現

に向け、改めて今後４年間、町民の健康を守

る認識をお聞かせいただきたいと思います。 

 午前中の恩道議員、太田議員と重なる部分

でもございますが、１期目の集大成でありま

した今年度事業のおおまかな振り返りと、予

算編成を踏まえた新年度の事業について、あ

わせて簡潔にお聞かせください。お願いいた

します。 

○議長【生田勇人君】 島田睦郎町民福祉部

担当部長。 

 〔町民福祉部担当部長 島田睦郎君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【島田睦郎君】 ただ

いまのご質問ですが、私のほうからお答えを

させていただきます。 

 町民の皆様の健康を支え、守るための社会

環境が整備される上で、住民、行政、民間企

業などが自発的に健康づくりに取り組むこと

が大切であると考えております。そのために

は、地域での支え合いや助け合いといった地

域のつながりの強化を図りながら、健康づく

りを目的とした活動に主体的にかかわってい

ただける方々をふやし、住民の皆様の健康増

進に務め、健康寿命の延伸に向けた取り組み

が重要であると考えております。 

 町の今年度事業といたしましては、健康づ

くり推進事業としまして地方創生加速化交付

金を活用した健康いきいきプロジェクトを開

始いたしました。また、乳幼児から高齢者ま

での予防接種事業を初め健康診断、がん検診、

妊産婦健診なども内容を充实しながら継続的

に行っているところでございます。 

 新年度におきましても、各種保健衛生事業

の实施や健康推進施策を推進するとともに関

係部署とも連携を図りながら、健康寿命の延

伸に向けて事業展開を行ってまいります。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 地域のつながりを強

化しながら、町民の健康づくりにしっかりと

取り組んでいっていただきたいと思います。 

 ここで、県や国との太いパイプをアピール

されておられます川口町長におかれましては、

しっかりと国の動向を見据え、また、その先

を行くようなまちづくりを進めていっていた

だけるものと信じておりますけれども、安倍

首相は通常国会冒頭の演説で、東京オリンピ

ック・パラリンピックに向けた課題として受

動喫煙対策の徹底を挙げております。厚生労

働省は、受動喫煙防止対策を強化するために

健康増進法の改正を目指していますが、一筋

縄ではいかないようでございます。 

 では、ここでお尋ねいたしますが、喫煙に

よる健康被害については町ではどのように認

識されているでしょうか、お答えください。 

○議長【生田勇人君】 島田部長。 

 〔町民福祉部担当部長 島田睦郎君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【島田睦郎君】 ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 喫煙につきましては、皆様が既にご承知の

とおり、たばこが健康に悪影響を与えること

は明らかになっております。肺がんや心筋梗

塞、また生活習慣病などになるリスクが高ま

ります。また、受動喫煙につきましても、た

ばこを吸わない人にとりましては健康に対し

て影響を及ぼすとのことから、町の公共施設

では分煙の環境整備に努めていくことが大切

であるというふうに認識をしておるところで

ございます。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 
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 ここで余談ではありますけれども、国会で

審議されているということでもありますけれ

ども、政治とたばこはなかなか切っても切れ

ない、そんなふうにも個人的には感じており

まして、实際にはたばこ関係の献金が石川県

の国会の議員の先生３名にされているという

報告もあります。 

 世界保健機関のたばこ規制枠組条約では、

法律で公共の場を禁煙とするよう求めていま

すが、日本の対策は罰則規定がなく、国際的

に見ても低いレベルだというふうに評価され

ています。 

 では、ここでお尋ねいたしますが、喫煙に

よる健康被害、また次世代型たばこ製品とも

最近呼ばれておりますけれども、そういった

ものも含めた電子たばこ等についてはどのよ

うに位置づけ、認識されているでしょうか、

お願いいたします。 

 また、この認識も踏まえて、役場敷地内で

の受動喫煙防止のために分煙ということでし

たけれども、具体的にどのような取り組みを

しているかも教えてください。 

○議長【生田勇人君】 島田部長。 

 〔町民福祉部担当部長 島田睦郎君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【島田睦郎君】 電子

たばこなどのお問い合わせでございますが、

電子たばこなど新型たばこにつきましては蒸

気などを吸うものであり、いわゆる健康被害

をもたらす従来のたばことは異なるものでご

ざいますが、現在、身体への安全性が示され

ていない状況でございます。したがいまして、

公共の場における使用につきましては、分煙

などの配慮が必要と考えているものでござい

ます。 

 また、役場庁舎内の敷地のご質問でござい

ましたが、庁舎敷地内におきましては受動喫

煙を防止するため、庁舎建物内は完全禁煙と

いたしまして、建物の外に現在３カ所の喫煙

場所を設けているところでございます。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 現在、庁舎内の建物

内は完全禁煙で、敷地内に３カ所、喫煙スペ

ースがあるということですけれども、今後、

町全体として積極的な受動喫煙防止の対策に

取り組む考えはございますでしょうか。 

 また、ここで私から２つ提案をさせていた

だきますけれども、一つは現在の正面玄関の

喫煙スペースをなくしてはいかがでしょうか。

もう一つは、敷地内禁煙デーというのを設け

てはいかがでしょうか。尐し愛煙家の皆様に

は肩身の狭い思いをさせてしまうことになる

んですけれども、喫煙という嗜好は個人の自

由で基本的人権で保障されていますが、この

自由は吸わない人の自由を侵害せず、ほかの

人に不利益や負担を与えないことを条件に保

障されるものです。喫煙の自由よりも、非喫

煙者がクリーンな空気を呼吸できる権利が優

先されるという考え方が世界的なスタンダー

ドでございます。 

 こういったことを踏まえ、受動喫煙防止対

策に積極的に取り組む考え、また他の自治体

では禁煙デー、敷地内禁煙デーなどを推奨し

ている自治体がございますので、さまざまな

方が多く出入りする役場の正面の喫煙スペー

スの撤去とあわせまして週１回の例えばノー

残業デーにあわせての敷地内全面禁煙デーの

設置についてはご検討していただけないでし

ょうか、よろしくお願いします。 

○議長【生田勇人君】 棚田進総務課長。 

   〔総務課長 棚田進君 登壇〕 

○総務課長【棚田進君】 米田議員のご質問

にお答えいたします。 

 役場庁舎正面玄関前のコミュニティバス停

留所にあります喫煙場所の撤去でございます

が、その撤去とあわせまして庁舎１階西玄関

に設置しております喫煙場所についても、今

後撤去する考えでございます。 

 喫煙される方におかれましては２階西玄関

横に設置してあります喫煙所の利用をお願い
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したいというふうに考えております。 

 また、ご提案のありました庁舎敷地内禁煙

デーにつきましては、来庁者の利便性も考慮

し、現在のところ实施は難しいものと考えて

おります。 

 いずれにしましても、町では今後も受動喫

煙防止のため、庁舎敷地内での分煙の徹底を

図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 提案以上の積極的な

受動喫煙の防止の対応を検討していただき、

大変うれしく思っております。 

 また、禁煙デーに関しましては、週１回は

なかなか難しいと思いますので、例えば月１

回の 22 日の敷地内禁煙デーということに取

り組んでいる自治体を見習いまして敷地内禁

煙デーであるとか、例えば禁煙推奨デーとい

うふうにして、役場内を挙げて取り組んでい

ただけたらありがたいなと思います。 

 では次に、最後の質問に移りたいと思いま

す。 

 最後の質問は、食物アレルギーの対応につ

いてです。 

 アレルギー疾患は近年増加してきており、

先進国ほど著名な増加が見られております。

我が国では約２人に１人が何かしらのアレル

ギーを持っているという報告もございます。 

 こういったことを踏まえまして、アレルギ

ーに対して町ではどのように認識しています

でしょうか。 

○議長【生田勇人君】 上出孝之副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 アレルギーに対す

る町の認識についてのご質問にお答えします。 

 代表的なアレルギー疾患としましては、ア

トピー性皮膚炎、花粉症を含むアレルギー性

鼻炎、食物アレルギーなどが挙げられ、日本

を含む先進国で患者が急増しております。 

 平成 24 年に東京都内で食物アレルギーを

有する小学生が、学校給食終了後にアナフィ

ラキシーショック、いわゆる急性のアレルギ

ー症状で死亡するという痛ましい事故が発生

しており、アレルギー対応の重要性が問われ

ております。こうしたことから、当町におき

ましてもアレルギー疾患への対応は大変重要

な取り組みと考えております。 

 また、重篤なアレルギー症状を有する患者

本人及び家族の方が、医療関係者の支援のも

と、必要な医療情報を得ることや相談を受け

ることによって、治療法を正しく理解し、生

活環境を改善させ、自己管理を的確に行える

ような環境を整えることが大切であると認識

しております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 今ほどのお話にもあ

りましたが、アレルギーの対応が重要性が高

まっているということでございます。 

 子供の数が減尐しているわけでございます

けれども、子供で特に多い食物アレルギーに

関しても増加しているという報告があるわけ

です。 

 ここでお尋ねしますが、町立小中学校及び

町内の保育施設における食物アレルギーを持

っていらっしゃる児童数及び乳幼児数の实態

はどのようになっているでしょうか。 

 また、県内の状況はどの程度把握されてい

らっしゃいますか。 

 また、近年の推移もあわせてお答えしてい

ただけたらありがたいんですけれども。 

○議長【生田勇人君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 ただいまご質問に

お答えします。 

 平成 28年度において、学校の食物アレルギ

ーの児童生徒数は、小学生が 24名、中学生が

３名であります。 

 次に、町内保育施設９カ所についてであり

ますが、食物アレルギーの児童は 79名であり
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ます。 

 また、学校、保育施設の県内の状況につき

ましては、公表されたものや集計したデータ

がございません。 

 そこで、町内の学校の状況についてであり

ますが、統計調査が始まった平成 25年度で小

学生が 17名、中学生が３名であります。推移

につきましては、中学生が 28年度で３名のま

ま横ばいで、小学生が 17 名から 24 名と増加

傾向にあります。 

 次に、町内の保育施設についてであります

が、平成 24 年度は 39 名でしたが、年々増加

しており、今年度は 79名と２倍の児童数とな

っております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 今ほどの報告いただ

いたとおり、わかっている、統計をとってい

る分だけでも小学校、中学校、中学校は横ば

いですけれども、小学校、また保育施設では

約２倍の増加ということでございます。食物

アレルギーを持つお子さんがふえている实態

があります。 

 これには食べ物の多様化ということがあり

ますけれども、平成 24年に学校給食で先ほど

もおっしゃっていました児童が死亡するとい

う食物アレルギーの事件がありまして、それ

以降、関心が高まっていてふえているという

こともあると思います。 

 それから、さまざまな対応が検討されてお

りますが、例えば除去食などで成長に必要な

栄養が偏らないように配慮が必要であるとか、

さまざまな課題がまだまだございます。 

 ここで、国と県はマニュアルなどをつくっ

ておりますけれども、町及び学校や保育施設

ごとのマニュアルというのはどうなっていま

すでしょうか。 

 また、子供の成長段階における情報把握の

状況、給食などのアレルギー対応状況を教え

てください。 

 教職員や保育所職員全員が、こういったア

レルギーへの対応の研修を实施されているの

でしょうか。緊急時の、急変時の対応につい

てもどのような体制になっているかを教えて

ください。 

○議長【生田勇人君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 マニュアルの有無

についてのご質問にお答えします。 

 各学校では、文部科学省より示された学校

給食における食物アレルギー対応指針に基づ

き、校長、教頭や養護教諭及び関係教職員に

よるアレルギー対応委員会を設置し、情報の

収集や対応を協議いたしております。児童生

徒一人一人の個別取り組みプランや緊急時個

別対応カードを作成し、備えております。 

 次に、町内全ての保育施設では、県が作成

したガイドラインのほか、平成 27年度に町独

自で緊急時対応のマニュアルを作成の上、各

施設に配布し、備えております。 

 次に、情報の把握の状況と給食の対応の状

況でありますが、各学校では、入学時、進級

時及び発症時に医師による学校生活管理指導

表の提出を受け、学校給食の詳細献立表の提

示や除去食の提供を行っております。 

 保育施設におきましては、乳幼児健診時及

び施設への入所申し込み時にアレルギーの有

無及び内容について保護者の方に記載してい

ただき、情報把握をいたしております。 

 また、給食などにおいては管理栄養士、保

育士、調理員が的確な情報交換と連携を図り

ながら、代替食で対応しております。 

 続いて、研修の实施の有無と緊急時の対応

についてでございますが、各学校において、

全教職員が研修会等により共通意識のもと行

動できるよう、基本的知識の確認や緊急時に

使用するアドレナリン自己注射エピペンにつ

いても練習用のものを使い体験しております。 

 また、アレルギー対応事故に備え、学校、

教育委員会、主治医と消防が連携し、情報を
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共有しており、個々の児童生徒についてどの

病院に搬送するのかも細かく把握しておりま

す。 

 次に、保育施設においてでありますが、町

内の全ての保育所等を対象に年１回、アレル

ギー研修会を開催し、小児科医の指導のもと、

緊急時の適切な対処方法や、学校と同様、エ

ピペンの使用方法も訓練方式で实施しており

ます。 

 また、緊急時の対応につきましては、平成

27年度に作成したマニュアルにより、職員の

役割分担や運用方法を決めており、学校と同

様に個々の児童についてどの病院に搬送する

のかも細かく把握しおります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 学校等では、アレル

ギー対応委員会を設置し、しっかりと情報把

握をされたり、町でもマニュアルを作成した

りと、当町の小中学校及び保育施設では定期

的な研修がなされており、食物アレルギーに

対する万全の体制が整っているという認識だ

と思いますけれども、实際には全国ではアレ

ルギーのある児童にかかわる不安であったり

とか、エピペンの使用に対する不安であった

りとか、また除去食では栄養バランスに偏る

といった課題であったり、またかわりの食事

を提供する際にはその分の費用や作業費の負

担があるという現实がデータで報告されてい

ます。 

 子供の安全・安心だけでなく、対応する教

員の方の自信、安心を確保しなくてはいけな

いと思いますし、今後も定期的な研修を行っ

ていただければと思います。 

 また、食事を提供する保育施設等に対して

も、費用等の面でサポートを検討していただ

けたらいいのではないかと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

 また、急変時に使用するアドレナリン自己

注射、先ほども通称エピペンというんですけ

れども、こちらは原則として法律上では本人

や本人とその家族、また救急救命士や教職員、

保育職員が使用できることとなっております

けれども、それ以外にも急変に出くわす場面

がないとは言えません。また、成人に関して

も同様のことが言えると思います。 

 町では、命にかかわる緊急時に他者がエピ

ペンを打つことに対してどのように認識して

いるのでしょうか、教えてください。 

○議長【生田勇人君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 ただいまのご質問

にお答えします。 

 アドレナリン自己注射エピペンは、現在、

保険適応となり、学校や保育所では教職員や

保育士が保護者のかわりに使用できることに

なっております。 

 しかし、他者が使用する場合、国が示すア

ナフィラキシーガイドライン等にエピペンを

使用する時の症状が細かく指示されておりま

す。また、使用するためには講習会への参加

や練習が必要となっております。 

 さらに、エピペンはショック状態を改善さ

せる薬物であるため、その副作用として動脈

硬化や高血圧、糖尿病などの疾患を持つ方に

注射することで、脳血管障害や心筋梗塞など

を引き起こしてしまう可能性があり、使用で

きない場合がございます。 

 したがいまして、使用する側の知識と責任

が必要であり、患者本人がエピペンを使用す

ることができない緊急の場合には、周囲にい

るどなたでもがエピペンを使用する行為は控

えるべきであると思っております。 

 このことから、患者にかわり使用を認可さ

れている救命救急士等による処置が適切であ

ると認識しております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 今ほどの答弁にもご

ざいましたとおり、エピペンは慎重に投与す
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る必要がある薬ではございます。ですが、急

変時に本人が打てない状況というのがござい

ますので、周囲にいる方が本人が打つように、

打ちやすいように手助けをするということは

可能かなというふうに思います。 

 また、今ほど救急救命士の方の投与という

話もございましたし、先ほどの緊急時の対応

で消防のほうと連携をしている。急変時には

連携が整っているということではございまし

たけれども、消防署で行われている救命救急

等の研修でこういったエピペンの存在を周知

すること、アナフィラキシーショック時の対

応について周知するということは可能でしょ

うか、お答え願います。 

○議長【生田勇人君】 生田秀治消防長。 

   〔消防長 生田秀治君 登壇〕 

○消防長【生田秀治君】 ご質問にお答えい

たします。 

 アレルギー疾患における消防の対応として

は、119 番通報時に過去の病気やアレルギー

の有無、じんま疹などアレルギー反応の特有

な症状が聴取できればエピペンの所持を確認

し、使用を促すこととされています。 

 また、救急隊の現場処置は石川県救急活動

の取り決めにより、緊急性があると認められ

る場合は救急救命士の判断でエピペンの使用

が可能となっております。 

 関係機関との連携につきましては、毎年４

月に町内の小中学校などへアレルギー疾患を

持つ児童生徒の情報を問合せ、緊急搬送に対

応できる体制を整えております。 

 今後とも関係機関と連携を密にし、毎年实

施している教職員や保育士に対するＡＥＤや

心肺蘇生法などの救急講習会にアレルギー症

状の対応も加えた講習内容としてまいります。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 

 地域全体で食物アレルギーに対する理解を

深めていくことが今後重要ではないかなと思

います。 

 また、学校で児童がエピペンを知らずに、

使用している子ではない子が間違えてさわっ

て打ってしまうという事故も報告されている

ということからも、職員の方だけではなく、

児童に対しても、例えば小学校で食育の健康

教育等をしていくことかと思うんですけれど

も、そういったことを、食物アレルギーの理

解を深める教育というのをしていってはいか

がでしょうか。 

○議長【生田勇人君】 田中義勝教育部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 お答えいたしま

す。 

 学校における食物アレルギーに関する健康

教育については、学校とも相談いたしまして

どんな方法ができるのか検討したいと思いま

す。 

○議長【生田勇人君】 米田議員。 

○１番【米田一香君】 ぜひ今後も前向きに

検討をお願いします。 

 今年度で退職されます職員の皆様におかれ

ましては、長い間、大変お疲れさまでござい

ました。退職後もどうぞ健康に留意されて、

ぜひこれからもまちづくりにお力添えいただ

けますようお願い申し上げて、私の質問とさ

せていただきます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【生田勇人君】 この際、暫時休憩い

たします。 

 再開は午後３時５分といたします。 

           午後２時 53分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後３時 05分再開 

    ○再   開 

○議長【生田勇人君】 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 
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 ３番、七田満男議員。 

   〔３番 七田満男君 登壇〕 

○３番【七田満男君】 議席３番、七田満男

です。 

 平成 29 年内灘町議会定例会３月会議にお

きまして一般質問の機会を得たことに感謝を

申し上げます。 

 町は新年度、内灘海岸のにぎわいを創出す

るための基本構想を策定し、のと里山海道千

鳥台交差点付近の浜辺に休憩施設や駐車場を

造成、駅周辺整備ではロータリーの拡大、歩

道の拡張をして車の混雑解消を図る。 

 川口町長は、公約を果たせるよう予算を計

上した。着实に实行したい。内灘の海を湘南

のようにしたい。その思いが实現するための

第一歩を踏み出しました。 

 多くの町民がいろいろの思いで期待をして

いるところだと思います。 

 初めに、町の観光ビジョンについて質問し

ます。 

 我が町、内灘町には、四季折々の豊かな自

然環境に恵まれた土地柄で、自然災害も尐な

く、県都金沢市に隣接し、浅野川線、のと里

山海道があり、立地条件に大変恵まれた町で

す。また、それらの立地環境は町の誘実、交

流人口アップを図るための観光条件の一つに

もなります。 

 そして、何より私たちの足元には観光資源

や観光素材となる有形無形のあふれんばかり

の宝があります。一例として、内灘海岸、内

灘砂丘、小濱神社、世界の凧の祭典や河北潟、

ミルク王国、灘ジェンヌ、恋人の聖地、天然

温泉ほのぼの湯、道の駅内灘サンセットパー

ク、歴史民俗資料館風と砂の館、内灘町民夏

まつり花火大会など、自然、歴史、文化、産

業、食、イベントなどさまざまな角度から成

る観光資源や、これから観光につながる素材

が数ある中、それらを町の観光の要素として

取りまとめ、ＰＲし、最大限活用することが

観光行政に求められると考えられます。 

 観光行政の役割は、尐子・高齢化、人口減

尐が確实に進む中、若者の数が減り、行動範

囲が狭くなりがちな高齢者の割合が一段と高

まり、町の活力が減退していく可能性がある

今、その役割は町を多くの人々に知ってもら

う原動力になり、観光の交流人口をふやすこ

とによって地域の活力を高め、町の活性化に

つながり、定住人口の増加へも波及する重要

な役割となります。 

 また、産業振興の手段としての観光につい

て、町の特性を考えると、観光業の発展のた

めの振興策ではなく、観光を集実の装置とし

て機能させ、まちづくりに生かすべきと思い

ます。 

 町に訪れていただいた機会に尐しでも町の

飲食店や小売店に行きたくなる仕掛けをつく

ることで、商業振興につなげるべきと考えま

す。 

 町の観光行政の現状と観光ビジョン、それ

とこれからの観光行政はどのような方向で進

むのか、お聞きいたします。 

○議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 国では観光振興を尐子・高齢化時代におけ

る地方創生の切り札として重要な政策の柱に

位置づけております。観光振興を推進するこ

とにより、交流人口の拡大による消費活動の

増加、新たな雇用の創出など、地域経済を活

性化する効果が期待されるものでございます。 

 本町では、世界の凧の祭典など町の観光資

源を生かしたイベントの開催や商工会と協力

して行っているミルク王国ウチナダの特産品

開発などを通して町の魅力発信に努め、交流

人口の拡大を目指してまいりました。 

 また、観光ビジョンでは、町民が今以上に

内灘町に誇りを持ち、観光実や町民とともに

笑顔があふれるロマンに満ちた内灘町になる

ことを目指しております。 
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 本町への観光実を増加させるため、５つの

観光拠点を設定し、重点的に整備いたします。

その５つの拠点は、海岸拠点、駅前拠点、眺

望拠点、観光農園拠点、体験農園拠点として、

最初に海岸拠点、駅前拠点に取りかかりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 七田議員。 

○３番【七田満男君】 それでは次に、観光

案内所の運営についてお伺いいたします。 

 町は、内灘町駅前大学タクシー事務所を賃

借し、平成 29年４月より内灘町観光協会が運

営し、内灘町観光ボランティアガイド「風案

内はまなすさん」や観光協会の方が１人常駐

し、観光案内する予定と聞いています。観光

案内所をどうまちづくりに生かすのか。金沢

市などの従来型の観光が盛んな町であれば、

旅行者のニーズに応じ適切な観光案内するこ

とが価値あると思います。 

 では、今まで観光案内所がなかった本町に

おいて、従来型の観光が盛んなまちのような

観光案内が成立するかといえば、かなりハー

ドルが高いと考えます。 

 今、白山市や野々市市では、石川中央都市

圏広域観光ツアー推進事業を活用し、1,000

円で北陸鉄道石川線に乗り、野々市、鶴来の

古い町並みと建物を訪ねる石川線まち歩きク

ーポンを北陸鉄道株式会社で販売し、クーポ

ンは石川線切符とお土産引きかえ券となって

いて、クーポン提示で入館料の割引などの特

典があり、交流人口の増加につなげています。 

 このように、近隣の自治体は観光行政を強

化し、それぞれがそれぞれの資源を生かし、

躍起になって力を入れています。 

 そこで、内灘町観光協会は町と協力し、前

段の推進事業を活用した北陸鉄道浅野川線を

利用して、金沢駅から 17分の内灘へ、砂浜と

日本海に沈む夕日を見るコースと放水路周辺

の道の駅、天然温泉ほのぼの湯、歴史民俗資

料館などを回るチケットを北鉄金沢駅で販売

する予定であります。手数料の一部を案内所

の運営費に充てていきたいとのことでした。 

 現状、さまざまな取り組みを行おうとして

いるところでありますが、まだまだ物足りな

さを感じるのが正直なところです。 

 そこで、観光案内所を観光案内だけではな

く、町の酪農、農業体験などを案内所で受け

付け、手配をし、不動産、仕事、住環境情報

の案内といった、観光という交流人口を移住

という定住人口につなげるための取り組みや、

町のイベント、各種地域情報を積極的に案内

することで、地域経済の活性化や魅力発信を

行う情報発信基地とすべきと思います。 

 私は、町が策定する駅周辺整備構想に観光

案内所の設置も組み入れるべきと考えますが、

町の見解をお聞きします。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 内灘町の玄関口である駅前を重要な観光拠

点として捉えており、内灘駅周辺整備事業基

本構想には、内灘駅の機能強化に加え観光案

内所の設置なども検討し、駅前のにぎわい創

出につなげたいと考えております。 

 また、今３月会議に提出いたしました平成

29年度一般会計予算に基本構想策定のための

予算を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 七田議員。 

○３番【七田満男君】 前向きな答弁ありが

とうございます。 

 次に、水道管の耐震化、延命化について伺

います。 

 先ほどの藤五議員からの質問と重複すると

ころもあると思いますが、主に延命化対策に

ついて伺いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 ことし１月２日朝、金沢市の中心部、武蔵

の国道の交差点で水道管が破損し、水があふ
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れて、一時道路が冠水する被害が出ました。

金沢市によりますと、破損した水道管は直径

35センチのもので、水道管をつなぐボルトが

腐食で外れ、継ぎ目から水があふれ出たとい

う事故が発生しました。全国でも似たような

水道管の事故は毎年２万 5,000 件以上にも上

ります。 

 水道事業は今、全国的に大きな変化に直面

しています。その一つは、各家庭に水を届け

るために埋設されている水道管を初めとした

各種の水道設備の老朽化対策、そして阪神・

淡路大震災や東日本大震災を経て重要視され

ている耐震化対策の対応です。 

 今後は、管路更新の対象が石綿セメント管

などの旧型の管材から初期ダクタイル鋳鉄管

など老朽化した現行管材に移行していくと予

想されます。 

 そして、その中で水道管の耐用年数も地方

公営企業法施行規則によって法定耐用年数が

40年と定められています。したがって、40年

くらい前に集中的に行われた水道管布設工事

とほぼ同規模の工事を再び施工する必要があ

ります。そして、この老朽化対策とともに地

震など耐震化もあわせてする必要があり、40

年たったものから順次更新していけば一度に

大量の工事をしなければならないし、その費

用も膨大になります。 

 今後、尐子・高齢化が進む中、かつてのよ

うな人口増が見込めないもとで、その費用負

担をどうするかの問題もあります。 

 それで今、国のほうで水道管更新工事が短

期間に集中しないように、長寿命化や延命化

を行う計画的な更新工事を進めるように指針

などを打ち出しています。 

 私は、水道の健全運営や基盤強化、事業継

続のためには、水道管の耐用年数を 40年から

60 年、100 年へとする機能向上が不可欠であ

ります。 

 現在の水道管材は普通鋳鉄管から強度と靱

性にすぐれたダクタイル鋳鉄管へ、継ぎ手で

は地震でも抜けない離脱防止機能つき継ぎ手

など、また施工面などでは水道管の外面防食

方法では合成樹脂系塗装とあわせた管にポリ

エチレンスリーブをかぶせる防食法での施工

などで、相当の機能向上が図られていると思

いますのが、町は耐用年数を経過している管

路などの検査などは行っているのか。すなわ

ち水道管の更新時期においても管の埋設環境

の影響で老朽化の進行にも一般的に地域差が

あり、現有管路の老朽度を加味した更新時期

の見きわめも重要になっています。 

 水道の長寿命化や延命化対策は、全国的に

も急務と考えますが、町の見解をお聞きしま

す。 

○議長【生田勇人君】 五上慎一都市整備部

担当部長。 

〔都市整備部担当部長兼上下水道課長 五上慎一君 登壇〕 

○都市整備部担当部長兼上下水道課長【井上

慎一君】 議員のご質問にお答えいたします。 

 水道管の検査につきましては、町では老朽

管を含む水道管の検査を町全域に対して約５

年サイクルで漏水調査を实施してございます。 

 次に、水道管の延命化や長寿命化対策につ

きましては、議員ご指摘のとおり、水道管の

法定耐用年数は 40年と定められております。 

 現在使用中の水道管における延命化対策と

して、新たに機能を向上させる構造などは非

常に困難でございます。そのため町では、水

道管の更新時に長寿命化を図るため、壊れに

くく腐食に強いとされるポリエチレン管や合

成樹脂塗装のダクタイル鋳鉄管にはポリエチ

レンスリーブ防食法などを採用し、機能向上

も含めてあわせて更新を進めている状況でご

ざいます。 

 なお、延命化事業实施に当たりましては、

財政状況も考慮し、工事の平準化を図るとと

もに、国及び他市町の動向や新技術に注視し

ながら調査研究を行ってまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 
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○議長【生田勇人君】 七田議員。 

○３番【七田満男君】 水道は町民生活と都

市活動に欠かせないライフラインです。将来

にわたって安全で良質な水を送り続けるだけ

でなく、地震や渇水などの災害にも強い水道

づくりを望んでいます。 

 これで質問を終わらせていただきます。 

○議長【生田勇人君】 10番、清水文雄議員。 

   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 10番、清水でござい

ます。 

 ３月会議一般質問の最後ということで、大

変お疲れのことというふうに思いますけれど

も、よろしくお願いいたします。 

 町長初め執行部の皆さんには前向きで簡潔

明瞭な回答をお願いをいたしたいと思います。 

 それではまず初めに、私の一般質問、通告

に従いまして 2017 年度予算案について質問

をさせていただきます。その中の基金の考え

方について、町のお考えをお聞きをしたいと

思います。 

 ご存じのとおり、2017年度政府予算案、こ

れは２月 27 日に与党などの賛成多数で衆議

院を通過をしました。社会保障の自然増を

1,400 億円も圧縮をし、医療、介護の負担を

増加させる一方で、防衛費を膨張させ、質量

ともに軍拡を進めるなど、安倍カラーが顕著

に示される予算案と言えます。 

 内容的には社会保障関連予算について、高

齢化等に伴う社会保障の自然増を 1,400 億円

カットし、5,000 億円に抑制をしています。

これは高齢者の暮らしの实態を無視をした高

齢者や家族の負担増、給付削減への転嫁にほ

かなりません。保育の受け皿拡大や保育士等

の処遇改善はまだまだ不十分であります。給

付型奨学金制度の創設も 17 年度は 70 億円と

スズメの涙にすぎない内容であります。 

 また、３次補正では、16年度の税収が１兆

7,000 億円も減収をしたにもかかわらず、こ

の本予算案では１兆 8,000 億円も回復をして

いくというふうになっており、アベノミクス

の果实やデフレの脱却を前提とした甘い経済

見通しに基づく税収見積もりとなっているの

であります。さらに、特会余剰金の活用、想

定金利の引き下げなどのやりくりで何とか財

政健全化に向かっているというイメージを取

り繕おうとしているわけでありますが、安倍

首相の言う 2020年度のＰＢ（基礎的財政収支、

プライマリーバランス）黒字化の目標はもは

や困難であり、財政の不健全化が進んでいる

のであります。 

 こうした中で、2017年度内灘町予算案につ

いて質問をいたします。 

 内灘町予算、17年度予算でありますけれど

も、一般会計が 106億円、前年度比 0.7％増、

国民健康保険、介護保険、公共下水道などの

特別会計が 72億 600万円、前年度比マイナス

1.7％の総額で 178億 600万円であります。 

 一般会計では、歳入の額、そして構成比の

内容ともに昨年度とほぼ同額、同率でありま

す。そして、歳出の特徴である昨年度からプ

ラスとなっているものは、白帄台小学校建設

で教育費が大きく、議会費、農林水産費、土

木費、そして借金返済の公債費が増額という

ふうになっているわけであります。この 14の

うち５つがプラスであり、ほか全てがマイナ

ス予算であります。 

 一方で、貯金に当たる基金は、財政調整基

金が 2016年度末６億 3,000万円の残高が、今

年度約２億 3,000万円取り崩され、2017年度

末の見通しでは約３億 9,000 万円になってし

まいます。 

 また、目的基金でも多く取り崩され、義務

教育施設整備基金、これが２億 4,300 万円、

公用、公共用施設整備基金 4,000 万円が取り

崩され、一般会計分で 16 年度末残高、総額

16 億 2,100 万円の基金は 10 億を切って９億

9,900 万円というふうになる見込みでありま

す。 

 このように取り崩しによって年々尐なくな
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っていく基金の考え方について質問をいたし

ます。 

 今度の予算案によりますと、条例改正で（仮

称）高齢者いきいき健康センター整備基金は

新たな温浴施設の整備完了に伴い廃止をする

ということでございます。あとは一般会計へ

繰り入れていくということでございますが、

この高齢者いきいき健康センター整備基金は

2002年に福祉センターの老朽化への対応策と

して、この間、条例の（仮称）高齢者いきい

き健康センター整備基金条例２条に基づいて、

毎年度基金として積み立てる額、これを前年

度の福祉センター入館料の３分の１相当とし

て、かつ 1,500 万円を下回らない範囲で一般

会計歳入歳出予算で定めているわけでござい

ます。これもこの間、2002年でありますから

17年間積み立てを行って１億 2,200万円積み

立てたものであります。 

 今後、我が町でも高齢化の進行や低所得者

層の増加などに伴う扶助費増、国保会計や介

護保険会計の支出増は増加を続けるわけであ

ります。さらに、団塊世代の全てが 75歳以上

の後期高齢期に入り、一挙に医療、介護需要

が増大をし始める 2025年問題、これが大きな

課題というふうになります。 

 町に対してその対応がこれから求められる

わけでもあるわけであります。 

 こうしたことを考えれば、今後の基金のあ

り方として、高齢者いきいき健康センター整

備基金、これを取り崩した後は超高齢者社会

へきちっと対応を進めていくためにも、目的

基金として既に設置してある高齢者福祉基金、

これは将来の高齢化社会に備え、福祉活動の

促進、快適な生活環境の形成等を図ることを

目的にした基金であります。この高齢者福祉

基金への積み立てか、高齢者に対する新たな

基金を創設をしていく必要があるというふう

に私は考えるわけであります。 

 町としての考えをお聞きをいたします。 

○議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 ご承知のとおり、（仮称）高齢者いきいき

健康センター整備基金は、高齢者の生きがい

と健康づくりに資する整備の財源に充てるた

めに設置された基金でございます。 

 現在整備中の展望温泉ほのぼの湯につきま

しては今月末に整備が完了し、４月５日から

供用を開始する予定であり、基金条例に規定

されております当初の目的が達成できたとい

う観点から、今回、基金条例を廃止するもの

でございます。 

 また、内灘町高齢者福祉基金につきまして

は、今ほど清水議員がおっしゃったとおりの

目的でございます。現在は、基金の運用益を

高齢者施策に必要な費用に充てる形で運用し

ております。 

 議員ご提案の新たな基金の創設や高齢者福

祉基金への積み立てにつきましては、今後、

高齢者施策を推進する上で、新たな施設など

の整備計画がより具体化した段階で、目的に

即した基金の設置及び積み立てを検討したい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 これから検討してい

くということでありますので、議会、議員と

してもさまざまな方策、将来的、内灘町の町

のあり方も含めて、財政の基盤を確立してい

くという意味で、そういう議論に参加をして

いきたいというふうに思います。 

 大型プロジェクト、事業が連発をしており

ますので、基金も年々尐なくなっています。

見込みだと来年度さらにまだ尐なくなるとい

う予算案の資料もいただいているわけで、こ

つこつためてきたものを使える、それも町民

の福祉の向上のためには必要だというふうに

思うわけでありますけれども、一方では将来

に備えて基金を積み立てていく、そういうこ
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とも必要だというふうに思います。 

 基金のあり方について、町長の考えをお伺

いをいたします。 

○議長【生田勇人君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 今ほどの清水議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 清水議員おっしゃるとおりでございます。

今後、超高齢化社会を迎え、社会保障費も増

額となる予定でございますので、今後は目的

基金のほうにも、今ほど言いましたとおり高

齢者福祉基金ですか、そのほうにも議員の皆

様とご相談して検討してまいりたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 超高齢化社会の中で

高齢者が安心して暮らせる内灘町を、ぜひと

も将来に向けてつくり上げていく、そんな意

気込みを表明をしておきたいというふうに思

います。 

 一方で、財政のあり方でございますけれど

も、歳入の面で自己財源の確保ということを

申されておるんですけれども、自己財源の確

保にも限界があるというふうに思います。 

 一方ではこの間、17年度から行財政改革の

柱として集中改革プランを实行してまいりま

す。同時に、22年から各自治体、自己的に行

革を進めるということで、これも総務省のほ

うから指令がおりてやっているわけでござい

まして、新たに 27年度から地方行政サービス

の改革を進めろという方針が来ているという

ふうに思います。ある意味では住民のサービ

スにかかわる部分であります。行財政改革の

取り組み、その成果と課題をお聞きをして、

今後の行財政改革の計画と方針をどのように

考えているのか、お示しをいただきたいと思

います。 

○議長【生田勇人君】 向貴代治総務部長。 

   〔総務部長 向貴代治君 登壇〕 

○総務部長【向貴代治君】 ただいまの質問

にお答えをいたします。 

 まず、これまで行ってきました行財政改革

の取り組みについてでございます。 

 町の行財政改革につきましては、これまで

町税や使用料など自主財源の確保や事務事業

の見直し、事務経費の削減に努めるとともに、

業務の効率性を重視して簡素化に取り組んで

まいりました。 

 この取り組みの結果、財政面では平成 17年

度末で約３億 6,000 万円であった財政調整基

金残高につきましては、平成 18年度以降、現

在に至るまでおおむね６億円を維持できてお

ります。 

 また、行政組織の見直しにより、实効性と

スピード感を高め、町民の皆様にわかりやす

い組織に再編をいたしました。 

 現在、町では持続可能な財政基盤を確立す

るため、毎年、各部署の事務事業について、

事業目的や内容のほか、事業の必要性、有効

性、効率性などの観点から検証を行っており、

今後５カ年の重点事業のヒアリングを行いな

がら、町の財政計画を立てているところでご

ざいます。 

 今後の課題としましては、遊休地、未利用

地の有効活用と、国保財政の健全化などが課

題であるというふうに考えております。 

 なお、町の財政計画の集中的な取り組みに

つきましては、平成 17 年度から平成 27 年度

までの期間とする集中改革プランにおいて、

一旦完結したものと捉えておりますけれども、

行財政改革に終わりはないことから、引き続

き不断の取り組みとして継続していくことが

重要であるというふうに認識をいたしており

ます。 

 それから、今後の行財政改革の柱、基本方

針は何かということでございます。 

 まず、基本方針につきましては、平成 28年

から 10 年間を計画期間と定めました第亓次

内灘町総合計画、これは柱となるものでござ
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います。この基本構想の中には５つの重点プ

ロジェクトがうたわれております。その中で

も、これはどの事業も重要でございますけれ

ども、特に「定住促進」、これは安定的な収

入を確保するということで、定住促進を進め

ることで住民税、固定資産税を確实に確保し

ていくということになります。 

 それから「健康増進」、これは今課題に挙

げました国保財政の健全化という観点からも、

やはり町民の健康増進、健康寿命の延伸とい

うことが医療費の抑制にもつながりますし、

町が非常にこれからやっていこうという重点

目標でもございます。 

 ご承知のとおり、内灘町の歳入の状況で、

町税が現在 29年度予算で 25億 2,000万円強、

23.8％、地方交付税が 22億 8,000万、21.5％、

それから各事業による国庫、県費合わせて 24

億 8,000万、23.4％、これを合わせて 67.7％

の歳入を占めております。これらの歳入を大

切にしながら、歳入に見合った今後の財政運

営計画を立てていきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 清水議員。 

○10 番【清水文雄君】 今後も行財政改革、

しっかりとやっていきたいという部長答弁で

ございました。 

 ある意味では職員意識もきちっとして、行

財政改革に向けた一層の推進をしていかなけ

ればならないと思いますし、その点を徹底を

していっていただきたいというふうに思いま

す。 

 同時に、歳入の増で言われました定住人口

の増加でございますけれども、次の質問にも

関係あるんですが、コンフォモール内灘のに

ぎわい創出、交流人口の増加も含めて、町民

税が 28％の構成という財政状況の中で、より

一層、そうした税収を拡大をしていく。人口

が減るとかという話じゃなくて、内灘町はど

んどんやっぱり人口増を目指すんだというこ

とも含めて、そういう姿勢を確立をしていた

だきたいと思います。 

 それで、２つ目の質問でございますけれど

も、コンフォモール内灘のにぎわい創出。 

 コンフォモール内灘Ａゾーンへはサーモン

プラント会社の進出というのが年明けと同時

に発表されました。町民の人たちも一体どん

な事業が展開をされるのか、まだ不透明だと

いうことでございますので、まずはその概要

と事業計画、現在の事業の進捗状況について、

まずはお聞きをしたいと思います。 

○議長【生田勇人君】 田中徹都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 ただい

まのご質問にお答えいたします。 

 サーモンの陸上養殖プラント事業につきま

しては、本年１月の総務産業建設常任委員会

でお示しいたしましたとおり、コンフォモー

ル内灘Ａゾーンにおきまして、民間事業者が

サーモンの陸上養殖を行う事業でございます。 

 事業の進捗状況につきましては、現在のと

ころ、事業者においてプラントの設計などの

事業計画をまとめているというふうに伺って

おります。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 年明けと同時に委員

会でも中身についてお伺いをいたしまして、

事業費 11 億円ということで大きな事業だな

というふうに思っているわけでございますけ

れども、新聞にも同時に発表されまして、私

はある意味では町の歳入増、収入増になるな

ら、ぜひともそういう事業の展開というのも

ありというふうに思うわけであります。 

 ただ、町民の方たちがやっぱりどういう、

住民の方ですね、Ａゾーン、民家とも近いと

いえば近いですし、どういう考え、あるいは

心配や不安があるかというふうに思いますの

で、ぜひとも説明会等の開催というものをま
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ずはお願いをしておきたいというふうに思い

ます。 

 ２つ目には、Ａゾーンでそういうふうにし

て、あこ旅籠屋、そして湯来楽、その間にこ

のサーモンプラントが入るということでござ

いますけれども、一方ではクスリのアオキ跡

のＣゾーンのほうが手つかずになっている。

そういうサーモンプラント一つがぽんと来る

よ。今度はまた何か違ったものがぽんと来る。

そうなりますと、あそこの商業地域でござい

ますけれども、全体像としてどうなっていく

のかというものが全然見えません。逆にばら

ばらに、そのときそのときで出店なり事業が

展開をされますと、あそこのイメージという

のが全くつかめない。外に対する発信力もな

かなか生まれてこない。 

 したがってやっぱり内灘町のコンフォモー

ル内灘っていうのはこうなんだよというもの

を、これは従来からずっと言っておるんです

けれども、町としてどういうふうな構想を描

いていらっしゃるのか。これまでさまざまな

事業の展開というのが出てきてはぽしゃり、

出てきてはぽしゃりということで来てました。

今、現時点で川口町政になって、コンフォモ

ール内灘の全体像をどのように考えていらっ

しゃるのか、お聞きをいたします。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

 〔都市整備部担当部長 田中徹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【田中徹君】 ただい

まのご質問にお答えいたします。 

 コンフォモール内灘につきましては、株式

会社大京が開発いたしました大型商業施設で

あり、当時の計画ではＣゾーンにドラッグス

トアやホームセンター等が計画をされており

ました。しかしながら、ホームセンターの誘

致には至らぬまま、平成 19年に商業施設をオ

ープンしたものでございます。 

 その後、所有者が変更となり、新しい事業

者である株式会社エスポアにおいても、これ

までの事業計画が継承され、ホームセンター

を中心とする商業施設の誘致を進めておりま

すが、いまだ誘致には至っていない状況でご

ざいます。 

 この計画区域につきましては、平成 21年に

市街化区域編入の際、近隣商業地域となり、

また町都市計画マスタープランにおきまして

も、賑わいと魅力ある商業ゾーンとして位置

づけているところでもあります。 

 町といたしましても、にぎわい創出に向け

有効な活用ができないか、事業者に情報提供

するなど常に情報交換を行っているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも、今設けて

ある企業立地推進部門ですか、そこできちっ

とやっぱり管理会社エスポアとの協議を重ね

て、町として主導なり、主導と言ったらおか

しいですけど、町としての意見なり情報交換

等を強力に進めていっていただきたい、そん

なふうに思うわけであります。 

 最後の質問に移らさせていただきます。 

 質問の項目が北川議員と重なっております。

給食費を無料にという質問でございます。 

 答えはわかっているんですけれども、給食

費を無料にする考えはないのか、お伺いをい

たします。 

○議長【生田勇人君】 田中義勝教育部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 お答えします。 

 今ほど北川議員の質問でもお答えしました

ように、食料費分を給食費としていただいて

おりまして、給食費の無償化については实施

する考えはございません。 

 以上でございます。 

○議長【生田勇人君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 給食費の無料化につ

いてはできないという回答でございますけれ

ども、その理由というのは財源問題にあるの

でしょうか。 



 －58－ 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 もちろん財源問

題だけでございませんで、給食費は材料分だ

けしかいただいておりませんので、食べたも

のは基本的には自分で支払っていただきたい

というふうに今のところ考えているものでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長【生田勇人君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 食材費、材料費、先

ほど何か１億 4,000 万というふうにお聞きを

いたしました。北川議員の答弁でお聞きをし

たんですが、私はある意味じゃ無料化という

のは可能だと思うんです。本来は、やっぱり

国がやるべきだというふうに思うんですけれ

ども、最近やっぱり自治体で子育て支援策の

大きな目玉の施策としてやっている自治体が

ふえてきています。県内でもさまざまな議論

もされているようでございますし、先ほど北

川議員が言われましたように全てを無料化が

無理なら一部でもいい、そんなふうなやり方

としたらさまざまな面があると思います。 

 それで、私がこの給食費の無料化、無償化

を質問させていただいたのは、やっぱりハー

ド事業に比重を置くんじゃなくて、子育て支

援で本当にこの内灘町を県下一、日本一にす

るんなら、給食費を無償化にするぐらいの政

策を打ち出して、財源はハード面の事業費、

公債費でやっぱり９億から 10億、これから払

っていくわけですよ。そこをやっぱり圧縮を

していけば、１億 4,000 万、捻出は可能な額

だというふうに思いますので、長期的に見て

そういう検討も必要だろうというふうに思い

ます。 

 その町としての見解をお聞かせを願いたい

と思います。 

○議長【生田勇人君】 田中部長。 

   〔教育部長 田中義勝君 登壇〕 

○教育部長【田中義勝君】 今ほどハードだ

けではなく子育て支援の一環としても給食の

無償化ということで言われましたけど、それ

も今、そういうことの考え方もあるかもござ

いませんが、現在のところ、食料費分だけは

いただくというふうな考えでございますので、

再度了解のほうお願いしたいと思います。 

○議長【生田勇人君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 了解はしませんけれ

ども、私からの提案ということでさせていた

だきたいというふうに思います。 

 話が前に進みませんので、質問をこれで終

わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【生田勇人君】 これにて一般質問を

終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【生田勇人君】 以上で本日の日程は

終了いたしました。 

 お諮りいたします。明日７日から 15日まで

の９日間は、議案調査及び議案委員会審査の

ため休会にいたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【生田勇人君】 ご異議なしと認めま

す。よって、明日７日から 15日までの９日間

は休会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る 16日は午後１時から本会議を開

き、各委員長の報告を求め、質疑、討論並び

に採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後４時 01分散会 

 


